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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
二
十
一
年

度
に
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
「
國

學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（http://k-am
c.kokugakuin.ac.jp/

D
M

/

）
の
円
滑
な
運
営
、
デ
ジ
タ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上
で
公
開
す
る
独
自
コ
ン

テ
ン
ツ
の
作
成
、
ま
た
国
際
的
な
発
信
を

念
頭
に
置
い
た
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研

究
と
い
っ
た
こ
と
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
本
年
度
が
三
ヶ
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
最
終
年
度
と
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
に

つ
い
て
、
日
本
文
化
研
究
所
が
蓄
積
し
て

き
た
研
究
成
果
や
学
術
資
産
に
加
え
て
、

研
究
開
発
推
進
機
構
に
お
け
る
研
究
成
果

や
各
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
主
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
国
際
的
に
発
信
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

研
究
開
発
推
進
機
構
の
各
機
関
、
ま
た
学

内
の
諸
部
署
と
有
機
的
に
連
携
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
國
學
院
大
學
全

体
に
お
け
る
研
究
成
果
発
信
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
学
部
・
大
学
院
で
構

築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
横
断
的
に

公
開
す
る
こ
と
に
も
対
応
し
て
い
る
。

日
本
文
化
研
究
所　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
①

　

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

　
　
　
　
　
　

お
よ
び
日
本
の
宗
教
文
化
の
国
際
的
研
究
と
発
信　

独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
に
つ
い
て
、

ま
ず
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
関

連
事
業
と
し
て
構
築
し
たEncyclopedia 

of Shinto

（『
神
道
事
典
』
の
英
訳
。
以

下
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
の
拡
充
を
図
る
。
ま
た
神
道

に
関
す
る
日
本
語
・
英
語
の
国
際
的
な

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築
を
目
指
し
、
神
道

お
よ
び
日
本
文
化
研
究
の
基
礎
資
料
の
翻

訳
、
教
派
神
道
関
係
の
収
集
資
料
の
公
開

な
ど
を
も
進
め
て
い
く
。

　

宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研
究
と
そ
の
国

際
的
な
発
信
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
デ
ジ

タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
機
能
を
、
広
く

大
学
教
育
・
宗
教
文
化
教
育
に
活
用
し
て

く
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
上
で
利
用
す
る
際
の
利
便
性
の
向

上
や
、
動
画
配
信
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目

指
す
。
研
究
資
産
を
宗
教
文
化
教
育
の
教

材
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て

は
、
一
方
で
平
成
二
十
三
年
に
宗
教
文
化

士
制
度
の
運
営
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た

「
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
連

携
し
、
他
方
で
そ
れ
を
海
外
の
研
究
者
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。

　

他
の
研
究
事
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

本
年
度
も
引
き
続
き
「「
古
事
記
学
」
の

推
進
拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り

継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教

育
・
発
信
―
」
事
業
（
文
部
科
学
省
平
成

二
十
八
年
度
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
」
タ
イ
プ
Ｂ
（
世
界
展
開

型
））
と
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
に
採

択
さ
れ
た
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

「
日
本
宗
教
教
育
の
国
際
的
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
の
た
め
の
総
合
的
研
究
」

（18H
00615

、
研
究
代
表
者
：
平
藤
喜
久

子
）
事
業
と
も
協
力
し
て
い
く
。
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一
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
に

つ
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者
、
研

究
開
発
推
進
機
構
の
各
機
関
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
担
当
者
、
お
よ
び
図
書
館
、
広
報

課
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、
ソ
フ
ト
提
供

会
社
の
担
当
者
か
ら
な
る
「
デ
ジ
タ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
組
織
し
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
。
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
、
運
用
上
の
問
題
点
を
共
有

し
て
改
善
を
図
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を

高
め
て
い
く
た
め
の
工
夫
や
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
を
含
め
て
教
材
と
し
て
活
用
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す
る
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す

る
。
ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
新
規
追
加
も

受
け
付
け
る
。

二
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
開

の
た
め
の
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

①
神
道
に
関
す
る
日
本
語
、
英
語
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上

に
お
い
て
、
日
本
文
化
研
究
所
の
研
究
成

果
と
し
て
い
く
つ
か
の
英
語
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
公
開
し
て
い
る
。
主

要
な
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
前
述
の
Ｅ

Ｏ
Ｓ
が
あ
り
、
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
附
属
す
る
形

で
初
学
者
用
の
神
道
入
門
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト“Im
ages of Shinto: A

 Beginner’s 
Pictorial Guide 

図
説
に
よ
る
神
道
入

門”

や“Chronological Supplem
ent 

年

表”

を
公
開
し
て
い
る
。
他
に
双
方
向
論

文
翻
訳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
、
神
道
基
本
用

語
集
な
ど
を
公
開
し
て
い
る
。　

こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

問
題
意
識
か
ら
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構

築
を
検
討
し
、
進
め
て
い
る
。
日
本
語
・

英
語
で
作
成
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
の
学

生
が
神
道
を
学
ぶ
際
に
活
用
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

②
神
道
古
典
の
英
語
訳

本
年
度
も
引
き
続
き
「「
古
事
記
学
」

の
推
進
拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語

り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教

育
・
発
信
―
」
事
業
と
連
携
し
、
同
事
業

が
主
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
古
事
記
の
英

訳
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

③
収
集
し
て
い
る
教
派
神
道
・
神
道
系
新

宗
教
の
資
料
の
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化

現
在
は
、
神
理
教
の
教
祖
で
あ
る
佐
野

経
彦
関
連
の
資
料
と
し
て
『
本
教
神
理
図
』

を
公
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
日

本
文
化
研
究
所
が
過
去
に
収
集
し
て
き
た

教
派
神
道
、
神
道
系
新
宗
教
に
関
す
る
資

料
の
公
開
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、

資
料
整
理
、
目
録
作
成
、
デ
ジ
タ
ル
化
と

そ
の
デ
ー
タ
の
整
理
な
ど
を
進
め
る
。

ま
た
、
①
と
③
に
関
連
し
て
、
日
本
文

化
研
究
所
の
過
去
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
、
公
開
を
念
頭
に
置
い
て
情
報
整
理
と

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
。
昨
年
度
に
研
究

開
発
推
進
機
構
は
発
足
十
周
年
を
迎
え
た

が
、
そ
の
前
の
旧
日
本
文
化
研
究
所
の

五
十
年
間
を
合
わ
せ
、
遡
っ
て
情
報
を
集

約
し
て
整
理
し
、
過
去
の
催
事
や
刊
行
物

の
一
元
的
な
リ
ス
ト
、
年
表
な
ど
を
作
成

す
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
過
去
の
催
事

の
写
真
や
動
画
な
ど
も
集
約
し
、
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
よ
う
な
形
で
整
理
し
て
い

く
。
旧
日
本
文
化
研
究
所
が
発
行
し
て
い

た
『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
つ
い
て

は
既
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
デ
ジ
タ
ル
版
が
あ
る

が
、『
日
本
文
化
研
究
所
報
』
に
つ
い
て

は
、
完
全
な
目
次
の
デ
ー
タ
が
存
在
し
て

い
な
い
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
整
備
し
、
本

文
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
。
ま

た
、
神
社
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い

て
も
拡
充
さ
せ
て
い
く
。

三
、
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研
究
の
国
際

的
展
開

①
現
代
宗
教
に
関
す
る
資
料
・
デ
ー
タ
の

収
集
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化

日
本
文
化
研
究
所
で
は
、
平
成
七
年

よ
り
「
宗
教
と
社
会
」
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
、
学
生
宗
教
意
識
調
査

を
実
施
し
て
き
た
。
平
成
二
十
七
年
度
に

第
十
二
回
学
生
宗
教
意
識
調
査
を
実
施

し
、
約
二
十
年
に
渡
る
調
査
に
一
つ
の
区

切
り
を
付
け
た
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
成

果
と
し
て
、
ま
ず
調
査
結
果
を
ま
と
め

た
『
学
生
宗
教
意
識
調
査
総
合
報
告
書

（
一
九
九
五
年
度
～
二
〇
一
五
年
度
）』
を

平
成
二
十
八
年
度
に
、
次
に
同
報
告
書
を

元
に
分
析
し
、
考
察
を
加
え
た
『
学
生
宗

教
意
識
調
査
総
合
分
析
（
一
九
九
五
年
度

～
二
〇
一
五
年
度
）』
を
平
成
二
十
九
年
度

に
冊
子
と
し
て
刊
行
し
、
ま
た
同
時
に
デ

ジ
タ
ル
版
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
た
。

本
年
度
は
後
者
の
『
総
合
分
析
』
を
英
訳

し
、
刊
行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

②
日
本
文
化
、
宗
教
に
関
す
る
教
材
の
作

成
、
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開

「
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と

協
力
し
な
が
ら
、
宗
教
文
化
教
育
の
教
授

法
と
教
材
の
研
究
を
進
め
、
ま
た
教
材
作

成
を
行
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
神
道
と
日
本

の
宗
教
、
ま
た
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
研

究
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
か

つ
そ
の
成
果
を
具
体
的
な
形
で
教
育
に
還

元
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

関
連
し
て
、
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研
究

の
た
め
の
研
究
会
を
開
催
し
、
広
く
国
内

外
の
研
究
者
た
ち
か
ら
事
例
報
告
を
受

け
、
議
論
を
重
ね
る
形
で
進
め
て
い
く
。

現
在
は
「
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化
」、

「
映
画
と
宗
教
文
化
」、「
博
物
館
と
宗
教

文
化
」
と
い
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
拡
充
を
図
る
と

共
に
、
新
た
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
追
加
に

つ
い
て
議
論
し
、
設
計
・
公
開
し
て
い
く
。

ま
た
地
図
上
に
情
報
を
表
示
さ
せ
る
形
で

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ロ
ケ
ス

マ
」
上
で
の
公
開
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
更
な
る
拡
充
を
検
討
す
る
。

③
教
材
動
画
の
シ
ス
テ
ム
構
築

國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
動
画
デ
ー
タ

を
含
む
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
的
に
可
能
で
あ

り
、
例
え
ば
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
は
百
件
を
超
す
動

画
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
以
前
よ
り

日
本
文
化
研
究
所
で
は
、
現
地
調
査
の
際

に
動
画
を
撮
影
し
た
り
、
あ
る
い
は
主
催

し
た
催
事
の
記
録
動
画
を
作
成
し
た
り
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
動
画
資
産
は
、
宗
教

文
化
教
育
の
教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
ま

ず
メ
タ
デ
ー
タ
の
管
理
を
含
め
、
動
画

デ
ー
タ
の
整
理
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進

め
て
い
る
。
同
時
に
、
国
内
外
か
ら
広
く

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
構
築
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

前
述
の
「
日
本
宗
教
教
育
の
国
際
的
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
た
め
の
総
合
的

研
究
」
事
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

四
、
日
本
文
化
研
究
所
国
際
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て

日
本
文
化
研
究
所
は
、
研
究
所
全

体
で
の
催
事
と
し
て
、
毎
年
国
際
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
が
、

本
年
度
は
「
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
―

―
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
相
互
変
容 

Religious Cultures in A
sia: M

utual 
T

ransform
ations through M

ultiple 
M

odernities

」
と
い
う
題
で
、
使
用
言

語
を
英
語
と
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
的
な

形
の
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
十
月

二
十
日
に
催
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
は
、
研
究
成
果
の
国
際
的
発
信
、

ま
た
日
本
国
内
外
の
研
究
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
と
い
う
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

目
指
す
と
こ
ろ
と
結
び
つ
い
た
催
事
と
な

る
。
内
容
と
し
て
は
、
題
に
あ
る
よ
う
に

ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
の
越
境
や
相
互
変
容

と
い
う
局
面
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ェ
ル
ナ
ー

氏
（
ボ
ン
大
学
）
に
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か

と
日
本
の
近
代
宗
教
」
と
い
う
題
の
基
調

講
演
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、
日
本
国
内
外
の
若
手
研
究
者
か
ら
、

主
題
に
関
連
し
た
報
告
を
受
け
、
議
論
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

�

（
文
責
・
星
野
靖
二
）
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事
業
の
目
的

　

平
成
三
十
年
度
よ
り
三
ヶ
年
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
る
本
事
業
は
、
日
本
文
化
研

究
所
の
二
つ
の
研
究
部
門
の
う
ち
、
建
学

の
精
神
に
基
づ
き
旧
日
本
文
化
研
究
所
の

神
道
・
国
学
研
究
を
継
承
す
る
「
神
道
・

国
学
研
究
部
門
」
の
研
究
事
業
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
三
～

二
十
五
年
度
の
研
究
事
業
「『
國
學
院
大

學 

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』
の

構
築
」
以
来
築
き
上
げ
て
き
た
「
国
学
研

究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
さ
ら
な
る
発

展
と
そ
の
成
果
発
信
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

本
事
業
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
三
つ

の
目
標
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
一
）
国
学
に
関
す
る
学
説
史
・
研
究

史
の
整
理
を
行
い
、
最
新
の
研
究
成
果
を

反
映
し
た
国
学
史
像
を
打
ち
立
て
、
そ
れ

を
一
般
社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
。

　

主
要
な
発
信
の
方
法
と
し
て
は
、
通
史

形
式
に
よ
る
国
学
の
入
門
書
を
作
成
し
、

出
版
す
る
。
一
般
教
養
書
と
し
て
出
版
す

る
こ
と
に
よ
り
、
最
新
の
国
学
研
究
の
成

果
を
社
会
に
向
け
て
発
信
し
、
学
部
教
育

に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
二
）
そ
の
作
業
と
連
動
し
て
、
平
成

二
十
七
～
二
十
九
年
度
の
研
究
事
業
で
國

學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上

に
構
築
し
た
「
明
治
期
国
学
・
神
道
・
宗

教
関
係
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
修
正
・

管
理
を
行
い
つ
つ
、
近
世
中
期
か
ら
明
治

初
期
ま
で
の
国
学
・
神
道
関
係
人
物
を
対

象
と
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
拡
充
す

る
。

　

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
国
学
研
究
者
に

と
っ
て
有
益
な
研
究
の
ツ
ー
ル
と
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
作
業
の
過
程
に
お

け
る
研
究
史
整
理
や
人
物
情
報
の
調
査
の

成
果
を
（
一
）
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

（
三
）
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
構
築
し
て

き
た
国
学
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張

す
る
。
す
な
わ
ち
、
定
例
の
国
学
研
究

会
・
社
家
文
書
研
究
会
を
行
い
つ
つ
、
学

内
外
の
国
学
研
究
者
を
招
い
て
最
前
線
の

研
究
状
況
に
関
す
る
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
を

開
催
し
、
さ
ら
に
日
英
両
言
語
で
運
営
す

る
双
方
向
型
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
国
学
・
神

道
・
日
本
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
）」
を

立
ち
上
げ
、
国
学
・
神
道
研
究
の
情
報
を

グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
発
信
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
り
、
国
内
の
国
学
研
究

の
最
新
状
況
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
学
研

究
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
も
（
一
）
に
反
映
さ
れ

る
。
さ
ら
に
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
こ

れ
ま
で
の
日
文
研
に
お
け
る
国
学
・
神
道

研
究
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
発
信
し
、
国

内
外
に
向
け
て
研
究
の
資
源
を
提
供
す

る
。

平
成
三
十
年
度
の
実
施
計
画

一
．
近
世
・
近
代
の
国
学
・
神
道
に
関
す

る
研
究
史
・
学
説
史
の
整
理
と
国
学
史
像

の
再
構
築

（
１
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
連
動

し
つ
つ
、
近
世
・
近
代
の
国
学
に
関
す
る

研
究
史
・
学
説
史
の
整
理
を
行
う
。
そ
の

過
程
で
、
従
来
の
思
想
史
的
な
国
学
史
像

の
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
い
く
。

（
２
）
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
も
参
照
し
な

が
ら
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
一

次
資
料
に
基
づ
く
実
証
的
な
国
学
研
究
の

成
果
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
基
づ
く
新
た
な

国
学
史
像
を
検
討
す
る
。
そ
の
検
討
の
成

果
は
国
学
研
究
会
や
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
お
い
て
発
表
し
、
議
論
す
る
。

（
３
）
第
三
年
次
で
の
国
学
の
入
門
書

の
出
版
に
向
け
て
、
具
体
的
な
書
籍
の
構

成
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
各
章
の
執
筆
者

の
割
り
振
り
も
こ
の
段
階
で
決
定
す
る
。

（
４
）
関
連
す
る
国
学
・
神
道
関
係
人

物
の
一
次
資
料
の
調
査
の
た
め
、
ま
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
た
め
の
基
礎
的
デ
ー
タ

収
集
も
兼
ね
て
中
部
・
東
海
地
方
の
資
料

館
を
対
象
と
し
て
出
張
を
行
う
。

二
．
国
学
・
神
道
関
係
人
物
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
拡
充

（
１
）
前
年
度
ま
で
の
研
究
事
業
に
お

い
て
構
築
し
た
「
明
治
期
国
学
・
神
道
・

宗
教
関
係
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
管
理

と
修
正
を
行
う
。

（
２
）「
明
治
期
国
学
・
神
道
・
宗
教
関

係
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
枠
組
み
を
ふ

ま
え
つ
つ
、
賀
茂
真
淵
の
晩
年
以
降
の
時

代
、
す
な
わ
ち
お
お
よ
そ
近
世
中
期
か
ら

明
治
初
年
ま
で
の
国
学
・
神
道
関
係
人
物

を
対
象
と
し
て
、
学
説
史
上
の
代
表
的
人

物
を
選
定
し
、
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

（
３
）
選
定
し
た
人
物
に
関
す
る
先
行

の
目
録
類
や
、「
国
学
関
連
人
物
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
お
け
る
当
該
項
目
を
調
査
・

確
認
す
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
の
調
査
・

整
理
を
行
う
。

（
４
）
こ
れ
ら
の
調
査
に
基
づ
き
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
項
目
を
作
成
す
る
。

三
．
国
学
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
張

（
１
）
月
に
一
、二
回
、
定
例
の
国
学
研

究
会
・
社
家
文
書
研
究
会
を
開
催
す
る
。

国
学
研
究
会
で
は
学
内
外
か
ら
国
学
・
神

道
を
中
心
と
す
る
日
本
研
究
の
若
手
研
究

者
の
参
加
を
募
り
、
各
自
の
研
究
発
表
を

行
う
。
社
家
文
書
研
究
会
で
は
国
学
・
神

道
に
関
す
る
一
次
資
料
の
読
解
を
行
う
。

（
２
）
国
学
研
究
会
に
お
い
て
学
内
外

の
国
学
研
究
者
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
の
見
地
か
ら
、
国
学
研
究
の
最
新

状
況
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
て
も

ら
う
。
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
一
般
に
向
け

て
公
開
し
、
ま
た
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見

を
上
記
の
学
説
史
・
研
究
史
整
理
と
国
学

史
像
の
再
構
築
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

（
３
）
ウ
ェ
ブ
上
に
開
設
す
る
「
国
学
・

神
道
・
日
本
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
）」

の
設
計
を
行
う
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
Ｂ

Ｂ
Ｓ
（
電
子
掲
示
板
）
を
主
軸
と
す
る
こ

と
を
構
想
し
て
お
り
、
国
内
の
国
学
・
神

道
研
究
に
関
す
る
情
報
を
日
英
両
言
語
で

発
信
す
る
も
の
と
な
る
。
具
体
的
な
設
計

を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
一
般
に
公
開

し
、
運
営
と
情
報
発
信
を
開
始
す
る
。

（
４
）
過
去
の
日
本
文
化
研
究
所
に
お

け
る
国
学
・
神
道
研
究
の
成
果
を
ア
ー
カ

イ
ブ
化
し
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を

通
じ
て
国
内
外
に
発
信
す
る
。

�

（
文
責
・
齋
藤
公
太
）

日
本
文
化
研
究
所　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
②

　
「
國
學
院
大
學　

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
展
開
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
学
史
像
の
再
構
築
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館
蔵
文
化
財
の
資
料
化
と
研
究
公
開

事
業
の
目
的

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
考
古
学
陳

列
室
を
設
置
し
て
以
来
、
当
館
が
収
集
し

て
き
た
考
古
資
料
・
民
俗
資
料
は
、
既
に

十
万
点
以
上
に
及
び
、
列
品
台
帳
の
登
録

件
数
も
六
、〇
〇
〇
件
を
超
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
で
は
、
開
館
当
初
か
ら

書
き
継
い
で
き
た
列
品
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
並
び
に
台
帳
と
現
有
物
件
を
照
合
す

る
列
品
確
認
を
進
め
、
外
部
に
移
管
し
た

列
品
や
、
未
登
録
資
料
の
把
握
に
努
め
て

き
た
。

従
前
の
事
業
を
継
承
す
る
本
事
業
で

は
、
こ
の
よ
う
な
館
蔵
文
化
財
の
管
理
・

運
用
に
係
る
基
礎
的
な
作
業
を
継
続
し
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
連
情
報
の
一
般

公
開
を
進
め
、
博
物
館
資
料
が
広
く
利

用
・
活
用
さ
れ
る
た
め
の
前
提
を
整
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ

ま
で
重
点
を
置
い
て
き
た
基
礎
作
業
か

ら
、
研
究
公
開
事
業
へ
の
脱
皮
を
進
め
、

考
古
資
料
の
出
土
し
た
遺
跡
が
明
確
な
一

括
資
料
の
調
査
研
究
や
、
館
蔵
点
数
の
豊

富
な
特
定
資
料
群
を
対
象
に
、
そ
の
文
化

財
的
価
値
を
高
め
る
た
め
の
サ
ブ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
敢
行
し
、
そ
の
成
果
を
博
物

館
に
お
け
る
展
示
活
動
（
特
別
展
・
企
画

展
・
特
集
展
示
・
相
互
貸
借
特
集
展
示
）

へ
反
映
さ
せ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
博
物
館
の
創
立

九
十
周
年
と
な
る
本
年
に
あ
た
り
、
考
古

展
示
室
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
を
実
施

す
る
た
め
、
新
た
な
展
示
計
画
を
策
定
す

る
と
同
時
に
、
今
後
優
先
的
に
修
理
し
て

展
示
に
活
用
す
べ
き
資
料
の
選
定
も
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

予
想
さ
れ
る
成
果

当
事
業
で
は
、
列
品
管
理
、
及
び
新
規

受
け
入
れ
物
件
の
登
録
と
、
未
登
録
物
件

の
概
要
確
認
を
基
幹
と
す
る
（
Ⅰ
）
列
品

管
理
・
登
録
機
能
を
確
立
し
、
館
蔵
資
料

を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
前
提
を
整
え

て
い
く
。
ま
た
、
館
蔵
資
料
を
対
象
と
し

た
（
Ⅱ
）
調
査
研
究
機
能
を
拡
充
し
、
最

終
的
な
展
示
公
開
を
目
指
し
た
（
ａ
）
資

料
研
究
、（
ｂ
）
テ
ー
マ
研
究
、（
ｃ
）
祭

祀
遺
跡
研
究
拠
点
構
築
の
三
部
門
か
ら
な

る
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。
加

え
て
、
同
時
に
展
開
す
る
「
館
蔵
史
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
公
開
」
事
業
や
、

博
物
館
本
体
と
連
携
し
た
（
Ⅲ
）
情
報
公

開
機
能
と
し
て
、（
ａ
）列
品
台
帳（
目
録
）

公
開
、（
ｂ
）
デ
ジ
タ
ル
情
報
公
開
を
進

め
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る

中
で
、
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
図
録
刊
行

等
か
ら
な
る
（
Ⅳ
）
創
立
九
十
周
年
事
業

の
充
実
を
期
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
従
来
通
り
学
部
生
・
大
学
院
生
等
を

臨
時
雇
員
と
し
て
採
用
し
、
ル
ー
チ
ン

ワ
ー
ク
の
中
か
ら
専
門
的
知
識
を
取
得
さ

せ
、
即
戦
力
と
な
る
学
芸
職
員
を
育
成
す

る
（
Ⅴ
）
学
芸
職
員
実
践
教
育
機
能
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
本
事
業
は
、
総
じ
て
博

物
館
活
動
の
円
滑
化
と
、
館
蔵
文
化
財
を

活
用
し
た
学
術
研
究
を
推
進
す
る
も
の
で

あ
る
と
と
も
に
、
学
生
に
対
す
る
教
育
参

考
、
研
究
者
・
社
会
一
般
に
対
す
る
普
及

公
開
と
、
学
生
教
育
・
若
手
研
究
者
育
成

に
貢
献
す
る
も
の
と
な
る
。

館
蔵
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
公
開

事
業
の
目
的

本
館
の
博
物
館
資
料
に
は
、
考
古
資

料
・
民
俗
資
料
と
い
っ
た
有
形
文
化
財
の

み
な
ら
ず
、
か
つ
て
本
学
に
関
係
し
た

研
究
者
ら
が
遺
し
た
画
像
記
録
・
図
面
・

ノ
ー
ト
類
・
絵
葉
書
な
ど
、
多
様
な
史
資

料
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
史
資
料
は
、
館
蔵
文
化
財
の
調

査
研
究
や
、
過
去
の
研
究
者
の
学
史
的
位

置
付
け
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ

う
な
学
術
活
用
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

館
蔵
史
資
料
の
全
貌
を
公
に
し
、
広
く
そ

れ
ら
の
利
用
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
異
な
る
視
点
か

ら
の
評
価
に
よ
っ
て
、
資
料
価
値
の
更
な

る
向
上
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

旧
日
本
文
化
研
究
所
の
「
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
事
業
」
を
継
承
す
る
本
事
業
で

は
、
館
蔵
史
資
料
の
管
理
・
運
用
に
係
る

基
礎
的
な
作
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
関
連
情
報
の
一
般
公
開
を
進

め
、
史
資
料
が
広
く
利
用
・
活
用
さ
れ
る

た
め
の
前
提
を
整
え
て
い
き
た
い
。
一

方
、
こ
れ
ま
で
重
点
を
置
い
て
き
た
基
礎

作
業
か
ら
、
研
究
公
開
事
業
へ
の
脱
皮
を

進
め
、
学
史
的
に
重
要
な
資
料
や
、
纏

ま
っ
た
資
料
群
を
対
象
に
、
そ
の
文
化
財

的
価
値
を
高
め
る
た
め
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
、
成
果
を
普
及
事
業
や
刊

行
物
等
に
よ
っ
て
公
開
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
博
物
館
の
創
立

九
十
周
年
と
な
る
本
年
、
國
學
院
大
學
博

物
館
の
館
史
情
報
を
収
集
し
、
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
の
創
設
か
ら
今
日
に
至

る
歴
史
的
変
遷
を
詳
ら
か
に
す
る
。
館
祖

で
あ
る
樋
口
清
之
博
士
の
業
績
を
収
集
し

｢

樋
口
学｣

ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
こ

と
も
非
常
に
重
要
な
作
業
と
な
る
。

予
想
さ
れ
る
成
果

当
事
業
で
は
、
館
蔵
史
資
料
及
び
そ
の

デ
ジ
タ
ル
化
情
報
の
管
理
・
登
録
と
、
未

整
理
物
件
の
概
要
確
認
を
基
幹
と
す
る

（
Ⅰ
）
史
資
料
及
び
画
像
管
理
・
登
録
機

能
を
確
立
し
、
館
蔵
史
資
料
を
保
存
・
活

用
す
る
た
め
の
前
提
を
整
え
て
い
く
。
ま

た
、
館
蔵
史
資
料
を
対
象
と
し
た
（
Ⅱ
）

調
査
研
究
機
能
を
拡
充
し
、
最
終
的
な
普

及
事
業
・
刊
行
物
に
よ
る
公
開
を
目
指
し

た
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。
加

え
て
、
同
時
に
展
開
す
る
「
館
蔵
文
化
財

の
資
料
化
と
研
究
公
開
」
事
業
や
、
博
物

館
本
体
、
そ
し
て
日
本
文
化
研
究
所
と
連

携
し
た
（
Ⅲ
）
情
報
公
開
機
能
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
公
開
を
進
め
て
い
く
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
中
で
、
新
た
に

（
Ⅳ
）
館
史
編
纂
事
業
の
充
実
を
期
し
て

い
く
。
な
お
、
本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
従
来
通
り
学
部
生
・
大
学
院
生
等

を
雇
用
し
、
将
来
の
学
芸
職
員
を
育
成
す

る
（
Ⅴ
）
学
芸
職
員
実
践
教
育
機
能
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
本
事
業
は
、
総
じ
て
博

物
館
活
動
の
円
滑
化
と
、
館
蔵
史
資
料
を

活
用
し
た
学
術
研
究
を
推
進
す
る
も
の
で

あ
る
と
と
も
に
、
学
生
に
対
す
る
教
育
参

考
、
研
究
者
・
社
会
一
般
に
対
す
る
普
及

公
開
と
、
学
生
教
育
・
若
手
研
究
者
育
成

に
貢
献
す
る
も
の
と
な
る
。

�

（
文
責
・
内
川
隆
志
）

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
①
～
②

　

館
蔵
文
化
財
の
資
料
化
と
研
究
公
開

　

館
蔵
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
公
開
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は
じ
め
に

研
究
事
業
「
神
道
祭
祀
・
儀
礼
の
研
究

と
展
示
公
開
」（
以
下
、
本
事
業
）
は
、

こ
れ
ま
で
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
〔
神
道

資
料
館
部
門
〕（
以
下
、
本
部
門
）
が
行
っ

て
き
た
神
道
資
料
の
収
集
や
整
理
作
業
、

研
究
を
継
承
し
つ
つ
、
祭
祀
や
祓
と
い
っ

た
神
道
に
関
わ
る
儀
礼
に
も
注
目
し
、
研

究
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
度
の
研
究
成
果

平
成
二
十
九
年
度
は
本
事
業
の
初
年
度

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
事
業
と
前
研
究

事
業
で
あ
る
「
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
関

す
る
研
究
と
関
連
資
料
の
整
理
分
析
」
の

継
続
を
合
わ
せ
て
行
っ
た
。

・
刊
行
物

ま
ず
、
機
関
誌
で
あ
る
『
館
報
』
十
七

号
（
國
學
院
大
學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
編

集
・
発
行
、
平
成
三
十
年
二
月
）
に
お
い

て
は
「
祭
祀
・
儀
礼
の
場
と
神
社
景
観
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
笹
生
衛
「
古
代
の
神
社

景
観
―
鹿
島
神
宮
を
中
心
に
―
」、
吉
永
博

彰
「
描
か
れ
た
神
社
の
景
観
―
境
内
図
と

ま
つ
り
の
場
―
」、
島
崎
千
里
「「
尾
張
造
」

に
つ
い
て
」
を
収
め
、
ほ
か
に
本
部
門
所

管
の
「
神
社
境
内
図
目
録
（
抄
）」、「
城

州
八
幡
山
案
内
絵
図
」・「
安
芸
厳
島
御
神

社
図
」（
元
治
二
年
）・「
太
宰
府
天
満
宮

御
境
内
之
絵
図
」（
文
政
二
年
）
を
は
じ

め
と
す
る
「
神
社
境
内
図
」
二
十
一
点
の

写
真
と
基
本
情
報
を
掲
載
し
た
。

・
展
示

國
學
院
大
學
博
物
館
神
道
展
示
室
に
お

け
る
次
の
特
集
展
示
の
企
画
を
行
っ
た
。

・�「
神
田
祭
今
昔
」（
四
月
十
四
日
～
五

月
二
十
一
日
）

・�「
高
倉
家
調
進
控 

装
束
地
残
欠
」（
七

月
一
日
～
七
月
十
三
日
）

・�「
雅
楽 

～
神
楽
・
舞
楽
入
門
～
」（
九

月
十
二
日
～
十
月
二
十
二
日
）

・�「
祭
礼
と
仮
装
（
コ
ス
プ
レ
）」（
十

月
二
十
四
日
～
十
二
月
十
日
）

・�「
神
仏
に
誓
う
―
鳥
羽
藩
御
側
坊
主

等
起
請
文
―
」（
十
二
月
十
六
日
～

二
月
一
日
）

こ
の
う
ち
、「
雅
楽 

～
神
楽
・
舞
楽
入

門
～
」
は
神
道
文
化
学
部
・
國
學
院
大
學

博
物
館
と
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

九
月
二
十
九
日
に
は
平
成
二
十
九
年
度

文
化
庁 

地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴

史
博
物
館
支
援
事
業
「
東
京
・
渋
谷
か

ら
日
本
の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
理
解
・
体

感
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
外
国
人
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「Experience! Evening of 

Japanese Culture- Enjoy Listening 
to Gagaku, and W

earing K
ariginu -

」

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
行
事
で
は
、
本
学
学

生
が
、
雅
楽
の
演
奏
や
、
狩
衣
の
着
付
け

を
お
こ
な
っ
た
。

「
祭
礼
と
仮
装
（
コ
ス
プ
レ
）」
は
、

前
研
究
事
業
を
継
続
し
た
も
の
で
、
近

年
、
渋
谷
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
時
期
に
、
日
本
の
祭
礼
に
お
け

る
仮
装
を
扱
う
展
示
を
行
っ
た
。

平
成
三
十
年
度
の
計
画

本
年
度
は
、
ま
ず
、
國
學
院
大
學
博
物

館
神
道
展
示
室
に
お
い
て
、
特
集
展
示

「
最
後
の
天
下
祭
―
文
久
二
年
の
山
王
祭

―
」（
五
月
二
十
六
日
～
六
月
二
十
六
日
）

を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
事
業
の

研
究
成
果
で
あ
る
祭
礼
研
究
の
継
続
で
あ

り
、「
新
材
木
町
附
祭
礼
」（
本
誌
二
十
一

号
「
資
料
紹
介
」
を
参
照
）
な
ど
、
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
の
山
王
祭
を
取
り
上

げ
な
が
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
同
祭
礼
に

関
わ
る
資
料
を
展
示
し
た
。

ま
た
、
秋
以
降
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
神
奈
川

県
立
歴
史
博
物
館
、
国
文
学
研
究
資
料

館
、
名
古
屋
大
学
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス

ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
つ

つ
、
次
の
展
示
を
國
學
院
大
學
博
物
館
に

お
い
て
行
う
。

・�

企
画
展
「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
と
新

嘗
・
大
嘗
の
祭
―
」（
十
一
月
三
日

～
一
月
十
四
日
）

・�

特
集
展
示
「
舞
楽
」（
九
月
十
五
日

～
十
月
二
十
八
日
）

・�

特
集
展
示
「
仏
教
法
会
と
神
々
」

（
十
一
月
三
日
～
一
月
十
四
日
）

「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
と
新
嘗
・
大
嘗

の
祭
―
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
本
部
門
に
於

い
て
進
め
て
き
た
神
道
祭
祀
研
究
の
う

ち
、
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
を
取
り

上
げ
る
。

本
事
業
は
、
理
論
に
依
拠
せ
ず
、
文
字

資
料
、
絵
画
資
料
、
祭
具
と
い
っ
た
諸
資

料
に
基
づ
い
て
、
祭
祀
・
祭
礼
を
は
じ
め
、

神
道
に
関
わ
る
諸
儀
礼
の
調
査
研
究
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
展
も
、
そ

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
本
学
が
所
蔵

す
る
祭
祀
に
関
わ
る
資
料
の
調
査
・
研
究

の
成
果
を
展
示
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
本
部
門

に
お
い
て
は
研
究
成
果
公
開
の
た
め
の
冊

子
を
刊
行
す
る
。

本
年
は
、
國
學
院
大
學
博
物
館
の
前
身

で
あ
る
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
資

料
館
が
全
面
開
館
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

本
部
門
が
担
当
し
た
特
別
展
「
祈
り
の
カ

タ
チ
―
元
々
本
々
―
」
を
行
っ
て
か
ら
十

年
に
当
た
る
。
本
展
は
、
こ
れ
を
記
念
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
た
い
。

本
事
業
の
研
究
成
果
の
う
ち
、
本
学
所

蔵
の
大
嘗
祭
関
連
資
料
に
つ
い
て
の
研
究

成
果
は
、
本
年
九
月
に
古
事
記
学
セ
ン

タ
ー
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ

ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
で

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
わ
せ
て
、
大

東
と
木
村
大
樹
Ｐ
Ｄ
研
究
員
が
口
頭
発
表

を
行
う
。

こ
の
ほ
か
、「
高
倉
家
調
進
控 

装
束
地

残
欠
」
や
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整

理
を
継
続
し
、
國
學
院
大
學
博
物
館
神
道

展
示
室
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
・
整
理

の
成
果
を
公
開
し
て
ゆ
く
。

�

（
文
責
・
大
東
敬
明
）

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
③

　

神
道
祭
祀
・
儀
礼
の
研
究
と
展
示
公
開

『館報』17号
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事
業
の
目
的
と
概
要

　

本
研
究
事
業
は
、
自
校
史
に
関
す
る
学

術
研
究
を
行
い
、
そ
の
遂
行
の
基
盤
と
な

る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
更
な
る
基

盤
整
備
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

「
國
學
院
大
學
の
歴
史
及
び
本
学
の
有
す

る
学
術
資
産
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果

を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
」

（
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
規
程

第
二
条
）
に
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

本
研
究
事
業
は
、
①
「
校
史
に
関
す
る

研
究
」、
②
「
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び

展
示
」、
③
「
研
究
成
果
の
公
開
及
び
本

学
の
教
育
活
動
へ
の
支
援
」
を
担
う
研

究
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

　

本
研
究
事
業
で
は
、
①
「
校
史
に
関
す

る
研
究
」
を
行
う
基
盤
整
備
と
し
て
、
②

「
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
展
示
」
を
推

進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
校
史
資
料

の
整
理
を
通
し
て
校
史
資
料
簡
易
目
録
作

成
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、
出
納
時
に

は
適
切
な
資
料
の
検
索
を
、
展
示
計
画
時

に
は
適
切
な
資
料
の
選
別
・
選
定
を
可
能

と
す
る
環
境
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
よ
り
周
年
事
業
に
備
え
た
ア
ー
カ
イ

ヴ
ズ
体
制
の
基
盤
強
化
と
す
る
。
資
料
の

展
示
に
つ
い
て
は
、
本
学
博
物
館
と
の
協

働
に
よ
り
、
資
料
整
理
に
よ
り
も
た
ら
さ

れ
る
常
設
展
示
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
す
。

　

さ
ら
に
、
本
事
業
で
は
資
料
整
理
・
保

存
・
活
用
の
一
環
と
し
て
、
校
史
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

の
公
開
・
閲
覧
も
視
野
に
入
れ
、
外
部
委

託
に
よ
り
特
に
劣
化
の
激
し
い
フ
ィ
ル
ム

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
。

　

次
に
③
「
研
究
成
果
の
公
開
及
び
本
学

の
教
育
活
動
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
は
、

⑴
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
神
道
と
文
化
」

サ
ブ
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
と
当
該
教
材
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
・
分
析
、
⑵
本

学
博
物
館
に
お
け
る
常
設
展
示
・
特
集
展

示
・
企
画
展
示
を
通
じ
た
事
業
成
果
の
公

開
、
⑶
『
國
學
院
大
學 

校
史･

学
術
資
産

研
究
』
及
び
『
校
史
』
に
お
け
る
事
業
成

果
の
発
信
を
軸
に
研
究
成
果
の
社
会
還
元

と
教
育
で
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

前
年
度
の
研
究
成
果

　

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
研
究
事
業

の
成
果
の
公
開
と
し
て
は
、
本
学
博
物
館

校
史
展
示
室
に
お
い
て
國
學
院
大
學
創
立

一
三
五
周
年
記
念
展
示
「
有
栖
川
宮
家
旧

蔵
資
料
と
國
學
院
大
學
の
歴
史
」（
平
成

二
十
九
年
五
月
二
十
八
日
～
平
成
二
十
九

年
七
月
二
十
三
日
）
を
本
学
博
物
館
と
と

も
に
開
催
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年

度
の
成
果
刊
行
物
『
國
學
院
の
古
典
学
』

（
平
成
二
十
九
年
三
月
）
で
の
成
果
を
基

に
「
國
學
院
の
古
典
学
」、
本
セ
ン
タ
ー

所
蔵
の
墨
蹟
関
連
資
料
の
整
理
・
調
査
の

成
果
を
基
に
「
國
學
院
ゆ
か
り
の
墨
蹟
」

を
校
史
展
示
室
に
お
い
て
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
、
広

報
課
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
成
果
の
発
信

を
開
始
し
、
本
学
の
歴
史
（
学
問
の
系
譜
）

に
関
連
す
る
事
柄
や
人
物
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
学

問
ノ
道
」
と
題
す
る
記
事
を
『
國
學
院

大
學
学
報
』
に
連
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は

研
究
成
果
を
学
生
、
教
職
員
、
院
友
に
還

元
し
、
自
校
史
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
平
成
二
十
九
年
度
は
、
国
学

の
学
統
と
本
学
と
の
関
係
を
紹
介
し
た
記

事
を
は
じ
め
、
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
、
河

野
省
三
、
萩
野
由
之
、
澤
田
章
、
江
見
清

風
な
ど
の
人
物
を
紹
介
し
た
。
各
回
の
記

事
は
、「
國
學
院
大
學
メ
デ
ィ
ア
」（
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）に
順
次
転
載
し
て
い
る
。

　

②
「
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
展
示
」

に
つ
い
て
は
、
学
内
外
か
ら
の
自
校
史
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
を
日
常
的

に
行
い
つ
つ
、
校
史
関
連
の
文
書
・
図
書

資
料
の
整
理
、
資
料
寄
贈
の
対
応
を
行
っ

た
。
収
蔵
庫
内
の
校
史
関
連
資
料
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
集
中
的
な
整

理
を
行
い
、
新
た
な
校
史
資
料
の
目
録
作

成
を
継
続
し
て
行
っ
た
。
ま
た
、
校
史
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
資
料
保

存
の
観
点
か
ら
特
に
劣
化
の
激
し
い
映

像
フ
ィ
ル
ム
（
一
九
点
）、
音
声
テ
ー
プ

（
二
〇
点
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
業
者
委
託

に
よ
り
行
っ
た
。

　

③
「
研
究
成
果
の
公
開
及
び
本
学
の
教

育
活
動
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
共
通

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
道
と
文
化
」
に
お

い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
自
校
史
教
育
用
サ

ブ
テ
キ
ス
ト
『
國
學
院
大
學
の
一
三
〇

年
』
を
、
本
セ
ン
タ
ー
編
『
國
學
院
大
學

の
歴
史
』（
教
育
開
発
推
進
機
構
共
通
教

育
セ
ン
タ
ー
発
行
）
と
し
て
改
称
及
び
改

訂
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
通
り
同
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
関
係
機
関
・
部
署

と
協
働
で
実
施
し
た
。
本
年
度
は
計
一
、

三
七
七
通
（
前
期
一
、一
七
六
通
、
後
期

二
〇
一
通
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
を
行
っ

た
。

本
年
度
の
事
業
計
画

　

上
記
の
本
セ
ン
タ
ー
の
日
常
業
務
を
継

続
し
て
行
う
ほ
か
、
校
史
資
料
の
ア
ー
カ

イ
ヴ
ズ
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
本
学
の
自
校
史
に
関
す
る
情
報
の

共
有
を
は
か
り
、
そ
の
研
究
内
容
の
深
化

を
は
か
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
は
、

本
学
博
物
館
に
お
け
る
常
設
展
示
や
特

集
展
示
、
展
示
品
解
説
シ
ー
ト
の
作
成
・

配
布
、
本
学
学
報
（
連
載
記
事
「
学
問

ノ
道
」）
を
通
じ
て
、
随
時
公
開
し
て
い

く
。
ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教
員
・
研
究

員
が
担
当
す
る
授
業
等
で
の
一
部
活
用
も

行
う
。
ま
た
、
前
年
度
よ
り
大
学
ア
ー
カ

イ
ヴ
ズ
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
第
一
段
階
と
し

て
、
劣
化
の
激
し
い
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
外

部
委
託
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
き

た
。
同
様
の
状
態
に
あ
る
資
料
を
は
じ
め

自
校
史
研
究
に
お
け
る
基
礎
資
料
に
つ
い

て
は
、
外
部
委
託
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
を
本
年
度
も
継
続
し
て
行
う
。

研
究
成
果
の
公
開
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ

ズ
体
制
の
基
盤
整
備
を
通
し
て
得
ら
れ
た

知
見
は
、
本
セ
ン
タ
ー
紀
要
や
『
校
史
』

を
通
し
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
本
学
博

物
館
校
史
展
示
室
の
展
示
内
容
を
順
次
更

新
す
る
。
ま
た
、『
学
報
』
に
お
け
る
「
学

問
ノ
道
」
の
連
載
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

広
く
教
職
員
・
学
生
・
院
友
に
向
け
て
自

校
史
を
認
識
す
る
機
会
を
提
供
す
る
。

�

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
①

　

國
學
院
大
學
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
基
盤
整
備
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事
業
の
目
的

　

本
研
究
事
業
は
、
本
学
の
学
術
資
産
を

調
査
・
研
究
し
、
学
術
資
産
の
研
究
を
深

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
成
果
を
可
視

化
し
て
、
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以

下
「
本
セ
ン
タ
ー
」
と
称
す
）
は
、
研
究

開
発
推
進
機
構
に
お
け
る
共
同
利
用
研
究

機
関
の
一
つ
と
し
て
、
國
學
院
大
學
の
歴

史
及
び
本
学
の
有
す
る
学
術
資
産
の
研
究

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
主
な
事
業
は
、
①
校
史
に
関
す
る
研

究
、
②
本
学
所
蔵
の
学
術
資
産
に
関
す
る

研
究
、
③
資
料
の
収
集
・
整
理
及
び
展
示
、

④
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
並
び
に
河

野
博
士
記
念
室
及
び
武
田
博
士
記
念
室
に

関
す
る
資
料
の
研
究
、
⑤
研
究
成
果
の
公

開
及
び
本
学
の
教
育
活
動
へ
の
支
援
、
⑥

そ
の
他
、
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
必
要
な

事
業
、
を
行
う
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

　

本
研
究
事
業
は
、
上
記
の
事
業
の
う

ち
②
③
④
の
分
野
を
担
い
つ
つ
、
平
成

二
十
九
年
四
月
に
策
定
さ
れ
た
第
四
次

「
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
」
に
示
さ

れ
る
「
校
史
お
よ
び
貴
重
史
資
料
の
整
備

と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
調
査
・
研
究
・
教

育
の
推
進
」、「
学
術
資
産
の
活
用
」
に
基

づ
き
、
研
究
事
業
を
推
進
す
る
。

　

本
研
究
事
業
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
校

史
資
料
・
本
学
の
学
術
資
産
に
関
す
る
研

究
成
果
は
、
①
本
学
図
書
館
（
以
下
「
図

書
館
」
と
称
す
）
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
②
本
学
博
物
館
（
以
下
「
博
物
館
」

と
称
す
）
に
お
い
て
公
開
す
る
こ
と
で
可

視
化
す
る
。
こ
の
学
術
資
産
研
究
の
高
度

化
と
、
そ
の
成
果
の
可
視
化
が
本
事
業
の

特
色
と
な
る
。
こ
の
中
で
は
、
本
学
に
ゆ

か
り
の
深
い
人
物
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料

に
関
す
る
研
究
も
行
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
本
学
の
学
術
資
産
お
よ
び

そ
の
研
究
成
果
（「
本
学
固
有
の
価
値
」）

を
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
の

一
環
で
あ
り
、
研
究
者
に
よ
る
高
度
な
学

術
資
産
の
活
用
と
本
学
の
教
育
活
動
で
の

活
用
と
い
っ
た
、
す
そ
野
の
広
い
成
果
が

期
待
さ
れ
、
研
究
と
教
育
と
を
有
機
的
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

事
業
の
概
要

　

本
研
究
事
業
は
、
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
前
年
度
ま
で
に
推
進
し
た
「
國
學
院

大
學
の
学
術
資
産
の
研
究
と
展
示
公
開
」

（
平
成
二
十
七
～
二
十
九
年
度
）
の
後
継

事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
同
研
究

事
業
で
は
、
①
神
道
、
②
古
典
文
学
、
③

中
世
史
、
④
近
世
史
の
四
分
野
を
軸
に
調

査
・
研
究
し
、
各
分
野
ご
と
の
展
示
公
開

を
行
っ
た
後
、
最
終
年
度
に
あ
た
る
平
成

二
十
九
年
度
に
四
分
野
を
総
合
し
た
学
際

的
な
展
示
と
し
て
、
企
画
展
「
吉
田
家
：

神
道
と
典
籍
を
伝
え
た
家
～
國
學
院
大
學

図
書
館
所
蔵
吉
田
家
旧
蔵
資
料
～
」
を
博

物
館
に
お
い
て
実
施
し
た
。
あ
わ
せ
て
各

分
野
に
関
わ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を

実
施
し
て
、
同
研
究
事
業
の
研
究
成
果
を

地
域
や
社
会
・
教
育
に
還
元
し
た
。

　

本
研
究
事
業
で
は
、
前
年
度
ま
で
の
研

究
成
果
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
、
以
下
の
研
究
事
業
を
推
進
す

る
。

Ⅰ　
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
解
題
作
成

図
書
館
と
連
携
し
つ
つ
、
本
学
が
有
す

る
学
術
資
産
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開

す
る
。
こ
こ
で
は
、
既
存
の
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の

研
究
を
通
じ
て
解
説
を
付
す
「
補
充
」
と
、

学
術
的
価
値
の
高
い
資
料
を
新
た
に
公
開

す
る
「
追
加
」
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
は
、「
校
史
お
よ
び
貴
重
史
資

料
の
整
備
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
調
査
・

研
究
・
教
育
の
推
進
」（
第
四
次
二
十
一

世
紀
研
究
教
育
計
画
）
の
一
端
を
な
す
も

の
で
あ
る
。

Ⅱ　
図
書
館
所
蔵
特
殊
文
庫
の
調
査
・
研
究

　

本
事
業
で
は
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
に

限
ら
ず
、
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
、
武

田
祐
吉
、
宮
地
直
一
な
ど
、
本
学
に
関
わ

り
の
深
い
人
物
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
に

つ
い
て
、
ａ
．
資
料
そ
の
も
の
の
価
値
、

ｂ
．
伝
来
、
ｃ
．
本
学
と
の
か
か
わ
り
の

三
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
学

が
有
す
る
学
術
資
産
が
ど
の
よ
う
に
研
究

利
用
さ
れ
継
承
さ
れ
活
用
さ
れ
て
き
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
こ
と
で
、
学

術
資
産
を
校
史
お
よ
び
研
究
史
に
結
び
付

け
る
試
み
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、「
学

術
資
産
の
活
用
」
方
法
に
つ
い
て
新
た
な

可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
の
研
究
基
盤
整

備
と
す
る
。

Ⅲ　
研
究
成
果
の
公
開

　

以
上
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
新
た

な
知
見
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
で
あ

る
『
國
學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研

究
』
等
に
発
表
す
る
と
と
も
に
、
自
校
史

教
育
の
場
で
の
活
用
を
試
み
る
。
ま
た
、

博
物
館
に
お
け
る
展
示
を
通
し
て
、
学
術

資
産
お
よ
び
研
究
成
果
を
発
信
し
、
校
地
・

渋
谷
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
へ
還
元
す
る
。

今
年
度
の
実
施
計
画

　

初
年
度
と
な
る
平
成
三
十
年
度
は
、
既

存
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
中
、
日
本

文
学
・
日
本
史
学
・
神
道
学
を
中
心
に
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
博
物
館
校
史
展
示

室
常
設
展
示
と
連
動
し
、
本
学
学
術
資
産

を
用
い
た
特
集
展
示
を
行
う
た
め
の
資
料

選
定
を
行
い
、
実
行
す
る
。
ま
た
、
専
任

教
員
の
調
整
の
も
と
、
図
書
館
の
特
殊
文

庫
に
関
す
る
整
理
・
調
査
・
研
究
の
始
動

に
向
け
た
事
前
調
査
を
各
研
究
員
と
と
も

に
開
始
す
る
。

　

続
く
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
平
成

三
十
二
年
度
に
か
け
て
は
、
引
き
続
き
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
博
物
館
校
史
展
示
室
に
お
い
て

貴
重
書
を
は
じ
め
と
す
る
学
術
資
産
の
研

究
成
果
を
用
い
た
特
集
展
示
を
行
う
。

　

ま
た
、
本
機
構
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
と

の
協
働
に
よ
り
、
両
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成

果
を
有
機
的
に
結
び
付
け
た
『
古
事
記
』

関
連
展
示
を
各
年
度
ご
と
に
行
う
。

　

本
事
業
の
進
捗
や
成
果
に
つ
い
て
は
、

博
物
館
に
お
け
る
展
示
の
ほ
か
、
各
年
度

に
発
行
す
る
『
國
學
院
大
學 

校
史
・
学

術
資
産
研
究
』
や
『
校
史
』
に
お
い
て
報

告
す
る
。

�

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
事
業
計
画
②

　

國
學
院
大
學
に
お
け
る
学
術
資
産
研
究
の
可
視
化
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事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
國
學
院
大
學
二
十
一
世

紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
の
策
定
し
た

二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
道

と
日
本
文
化
の
国
学
的
研
究
発
信
の
拠
点

形
成
」
に
お
け
る
研
究
事
業
を
継
承
し
、

神
道
・
日
本
文
化
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
単
年
度
事
業

で
あ
る
。
な
お
本
事
業
は
、
院
友
神
職
会

を
は
じ
め
と
す
る
神
社
界
か
ら
の
指
定
寄

附
金
等
の
外
部
資
金
を
基
に
実
施
さ
れ

る
。

　

本
年
度
は
、「（
一
）
近
代
の
神
道
及
び

神
職
・
国
学
者
に
関
す
る
研
究
」、「（
二
）

神
道
・
国
学
に
関
す
る
学
内
資
料
の
調

査
・
研
究
」、「（
三
）
伝
統
文
化
・
神

社
・
地
域
と
共
存
社
会
の
研
究
」、「（
四
）

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成
―
世

界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の

先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
」
推
進
の

た
め
の
実
務
的
運
営
」、「（
五
）
霧
島
神

宮
の
研
究
」、「（
六
）
北
海
道
神
宮
の
研

究
」、「（
七
）
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の

国
際
比
較
と
国
内
外
の
研
究
者
間
の
連
携

強
化
」、「（
八
）
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研
究
会
の
実
施
」、「（
九
）『
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
の

刊
行
」
の
各
事
業
を
実
施
す
る
。

前
年
度
の
成
果
と
本
年
度
の
計
画

「（
一
）
近
代
の
神
道
及
び
神
職
・
国

学
者
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
は
、
前

年
度
、
学
内
外
資
料
の
調
査
・
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
研
究
会
に
お
け
る
研
究
報
告
、『
研

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
に
お

け
る
成
果
公
開
等
を
お
こ
な
っ
た
。
本
年

度
も
引
き
続
き
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
前

期
の
神
道
を
総
合
的
に
把
握
し
分
析
す
る

こ
と
を
目
途
に
、
制
度
・
組
織
・
人
物
・

思
想
な
ど
の
多
様
な
観
点
か
ら
、
当
該

テ
ー
マ
を
検
討
し
、
研
究
会
、
成
果
公
開

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十
一

年
度
の
成
果
論
集
刊
行
に
向
け
て
準
備
を

お
こ
な
う
。

　
「（
二
）
神
道
・
国
学
に
関
す
る
学
内

資
料
の
調
査
・
研
究
」
に
お
い
て
は
、
前

年
度
に
引
き
続
き
、
広
く
神
道
・
国
学
に

関
す
る
書
籍
・
雑
誌
を
対
象
と
し
て
、
本

学
図
書
館
、
各
学
部
、
研
究
開
発
推
進
機

構
及
び
機
構
各
機
関
の
所
蔵
資
料
を
蒐
集

し
、
調
査
・
研
究
を
実
施
す
る
。

「（
三
）
伝
統
文
化
・
神
社
・
地
域
と

共
存
社
会
の
研
究
」
に
お
い
て
は
、
前
年

度
ま
で
実
施
し
た
二
十
一
世
紀
研
究
教
育

計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
地
域
・
渋
谷
か

ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」
に
お
け

る
共
存
学
グ
ル
ー
プ
の
研
究
事
業
を
継
承

し
、
本
年
度
、
特
に
伝
統
文
化
・
神
社
・

地
域
を
焦
点
と
し
て
、「
共
存
社
会
の
構

築
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
・
研
究
を
お
こ
な

う
。
な
お
、
前
事
業
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
被
災
地
の
復
興
状
況
に
関
す
る
調
査

も
継
続
的
に
実
施
す
る
。

「（
四
）
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点

形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古

事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
」

推
進
の
た
め
の
実
務
的
運
営
」
に
お
い
て

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
年
次
計
画
に

基
づ
く
円
滑
な
事
業
推
進
、
運
営
を
お
こ

な
う
（
同
事
業
の
実
施
計
画
に
つ
い
て

は
、
十
頁
参
照
）。

「（
五
）
霧
島
神
宮
の
研
究
」（
平
成

二
十
八
年
度
～
三
十
年
度
）
に
お
い
て

は
、
前
年
度
、
霧
島
神
宮
、
鹿
児
島
県
立

図
書
館
等
が
所
蔵
す
る
関
係
資
料
の
調

査
・
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
霧
島

神
宮
誌
編
纂
委
員
会
を
開
催
し
た
他
、
編

纂
事
務
局
（
霧
島
神
宮
）
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
適
宜
お
こ
な
い
、
事
業
を
推
進
し

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
関
係
資
料

の
調
査
・
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

編
纂
事
務
局
と
連
携
し
、『
霧
島
神
宮
誌

（
仮
）』（
平
成
三
十
一
年
度
刊
行
予
定
）

の
執
筆
・
編
集
作
業
を
進
め
る
。

「（
六
）
北
海
道
神
宮
の
研
究
」（
平
成

二
十
九
年
度
～
三
十
一
年
度
）
に
お
い
て

は
、
前
年
度
、
北
海
道
神
宮
か
ら
の
依
頼

に
基
づ
き
、
北
海
道
神
宮
及
び
札
幌
ま
つ

り
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
の
調
査
・
研
究

を
進
め
、
平
成
三
十
一
年
度
の
北
海
道

神
宮
御
鎮
斎
百
五
十
年
及
び
第
百
四
十

回
札
幌
ま
つ
り
を
記
念
す
る
書
籍
と
し

て
、『
札
幌
ま
つ
り
と
北
海
道
神
宮
の
歴

史
（
仮
）』
を
刊
行
す
る
事
業
計
画
を
立

案
し
た
。
同
事
業
に
お
い
て
は
、
北
海
道

神
宮
・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
編
『
北
海
道
神
宮
研
究
論
叢
』（
弘

文
堂
、
平
成
二
十
六
年
十
月
）
の
成
果
等

を
基
に
、
北
海
道
神
宮
及
び
札
幌
ま
つ
り

の
歴
史
を
通
史
的
に
捉
え
る
べ
く
、
資
料

調
査
及
び
執
筆
・
編
集
作
業
を
進
め
る
。

「（
七
）
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の
国

際
比
較
と
国
内
外
の
研
究
者
間
の
連
携
強

化
」
に
お
い
て
は
、
前
年
度
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
日
本
研
究
所
へ
、
武
田
幸
也
研
究
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
を
派
遣
し
て
い
る

（
平
成
二
十
九
年
四
月
～
平
成
三
十
一
年

三
月
滞
在
予
定
）。
ま
た
、
前
年
度
に
引

き
続
き
、
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究

所
と
の
研
究
交
流
、
明
治
聖
徳
記
念
学
会

と
の
共
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
神
道
文

化
会
と
の
共
催
公
開
講
演
会
な
ど
を
実
施

す
る
。

「（
八
）
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研

究
会
の
実
施
」
に
お
い
て
は
、
前
年
度
、

特
に
「
近
代
の
神
道
及
び
神
職
・
国
学
者

に
関
す
る
研
究
」
に
関
わ
る
研
究
報
告
を

中
心
と
し
て
、
研
究
会
を
適
宜
実
施
し

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
本
セ
ン
タ
ー

の
構
成
員
を
核
と
す
る
研
究
会
を
実
施

し
、
研
究
事
業
の
進
捗
状
況
、
課
題
の
検

討
等
を
お
こ
な
う
。

「（
九
）『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
の
刊
行
」
に
お
い

て
は
、
前
年
度
、
藤
田
大
誠
「『
国
体
論

史
』
と
清
原
貞
雄
に
関
す
る
基
礎
的
考

察
」、
藤
本
頼
生
「
宗
教
法
人
の
成
立
と

立
法
主
義
に
か
か
る
一
考
察
―
認
証
制
の

解
釈
と
戦
後
の
神
社
法
論
議
を
め
ぐ
っ
て

―
」、
上
西
亘
「
山
口
鋭
之
助
の
祭
政
一

致
構
想
と
神
社
界
―
大
國
隆
正
を
回
路
と

し
て
―
」、
坂
井
久
能
「
大
村
益
次
郎
銅

像
と
賀
茂
水
穂
」、
黒
岩
昭
彦
「
内
務
官

僚
・
相
川
勝
六
の
「
敬
神
」」、
佐
藤
一

伯
「
人
口
減
少
社
会
に
神
道
は
ど
う
立
ち

向
か
う
か
―
岩
手
県
一
関
市
・
御
嶽
山
御

嶽
神
明
社
の
事
例
を
中
心
に
―
」、
河
村

忠
伸
「
神
社
神
道
に
お
け
る
祭
神
の
基
本

理
解
―
「
帝
国
の
神
祇
」
と
「
祭
神
変
更
」

―
」、
半
田
竜
介
「
丸
山
作
楽
研
究
序
説

―
『
明
治
日
報
』
を
手
が
か
り
に
―
」
の

各
論
考
を
、
第
十
二
号
（
平
成
三
十
年
三

月
）に
掲
載
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、

第
十
三
号
を
平
成
三
十
一
年
三
月
に
刊
行

し
、
本
事
業
の
研
究
成
果
を
公
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

�

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
①

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業
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事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
平
成
十
四
年
の
本
学
創
立

百
二
十
周
年
記
念
学
術
関
係
事
業
を
契
機

に
発
足
し
た
「
渋
谷
学
研
究
会
」
を
基
盤

と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成

二
十
九
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
た
二
十
一
世

紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
地

域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構

築
」
に
お
け
る
渋
谷
学
グ
ル
ー
プ
の
研
究

を
継
承
し
、「
渋
谷
の
都
市
形
成
と
再
開

発
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
三
十
年
度

か
ら
の
三
カ
年
計
画
で
実
施
す
る
研
究
事

業
で
あ
る
（
共
存
学
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を

継
承
す
る
研
究
事
業
「
伝
統
文
化
・
神

社
・
地
域
と
共
存
社
会
の
研
究
」
に
つ
い

て
は
、
八
頁
参
照
）。

本
学
が
立
地
す
る
「
渋
谷
」
を
研
究
対

象
と
す
る
「
渋
谷
学
研
究
会
」
は
、
発
足

以
来
、
渋
谷
を
「
科
学
す
る
こ
と
」
の
学

問
的
意
義
を
問
い
な
が
ら
、
研
究
成
果
を

地
域
・
社
会
に
還
元
す
る
方
途
を
探
っ
て

き
た
。「
渋
谷
学
研
究
会
」
に
お
い
て
検

討
す
べ
き
中
心
課
題
は
、
本
学
が
擁
す
る

歴
史
・
地
理
・
民
俗
・
経
済
・
宗
教
等
の

各
研
究
分
野
か
ら
の
総
合
的
か
つ
学
際
的

な
検
証
に
基
づ
き
、
渋
谷
の
都
市
形
成
過

程
を
動
態
的
に
把
握
し
て
、「
渋
谷
学
の

構
築
と
発
信
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ

り
、
地
域
・
社
会
に
そ
の
成
果
を
還
元
す

る
こ
と
で
あ
る
。

本
事
業
は
、
こ
う
し
た
理
念
に
基
づ
く

「
渋
谷
学
研
究
会
」
の
研
究
蓄
積
を
活
か

し
な
が
ら
、
渋
谷
の
都
市
形
成
と
現
在
進

行
中
の
再
開
発
事
業
を
焦
点
と
し
て
、
渋

谷
駅
前
地
域
の
商
業
施
設
や
商
店
街
、
渋

谷
川
、
さ
ら
に
は
広
域
渋
谷
圏
と
称
さ
れ

る
地
域
（
原
宿
駅
、
表
参
道
駅
、
恵
比
寿

駅
、
代
官
山
駅
周
辺
）
等
を
対
象
と
し
て
、

関
連
資
料
の
収
集
・
整
理
や
聞
き
取
り
調

査
等
を
お
こ
な
い
、
総
合
的
か
つ
学
際
的

に
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
共
存
社
会
の

構
築
」
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

平
成
二
十
六
年
度
以
降
、「
渋
谷
学
研

究
会
」
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
七
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
渋
谷
駅
周
辺
の
再

開
発
事
業
を
見
据
え
な
が
ら
、
渋
谷
駅
周

辺
の
都
市
形
成
史
と
現
状
と
を
対
象
と
す

る
調
査
・
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の

成
果
は
、
渋
谷
学
研
究
会
・
渋
谷
学
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、『
渋
谷
学
叢
書
四　

渋

谷
ら
し
さ
の
構
築
』（
雄
山
閣
、
平
成

二
十
七
年
二
月
）、『
渋
谷
聞
き
が
た
り
三　

渋
谷
中
央
街
を
語
る
―
再
開
発
を
迎
え
る

商
店
街
の
記
録
―
』（
平
成
二
十
八
年
三

月
）、『
別
冊
渋
谷
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　

渋

谷
ら
し
さ
の
近
未
来
』（
平
成
二
十
八
年

十
一
月
）、『
渋
谷
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
五　

再
開
発
と
渋
谷
川
―
ま
ち
づ
く
り
と
都
市

河
川
再
生
の
軌
跡
―
』（
平
成
三
十
年
三

月
）
等
の
刊
行
物
と
し
て
社
会
還
元
し
て

い
る
。

本
年
度
か
ら
実
施
す
る
三
カ
年
計
画
に

お
い
て
は
、「
渋
谷
学
研
究
会
」
に
お
け

る
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
を
踏
ま
え
た
上

で
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
新
聞
・
雑

誌
・
地
図
等
を
含
め
た
各
種
資
料
・
デ
ー

タ
の
収
集
・
整
理
、
調
査
結
果
の
集
約
・

検
証
を
お
こ
な
い
、
渋
谷
学
研
究
会
、
渋

谷
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
刊
行
物
等
に
よ
っ

て
社
会
還
元
し
て
い
く
。
本
年
度
は
、
特

に
歴
史
学
・
地
理
学
・
民
俗
学
・
経
済

学
・
宗
教
学
等
の
各
学
問
領
域
に
お
け
る

資
料
の
把
握
及
び
収
集
・
整
理
を
主
た
る

目
的
と
す
る
基
礎
的
調
査
を
実
施
し
、
当

該
テ
ー
マ
に
関
す
る
三
カ
年
に
亘
る
研
究

調
査
の
基
盤
を
構
築
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
渋
谷
の
都
市
形
成
に
関
連
し

て
、
本
学
図
書
館
所
蔵
「
鍋
島
家
松
濤
事

務
所
旧
蔵
鍋
島
家
地
所
関
係
資
料
」
を
は

じ
め
、「
渋
谷
学
研
究
会
」
に
お
い
て
こ

れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
松
濤
関
係
資
料
を

整
理
・
分
析
し
、
松
濤
地
区
の
形
成
を
学

際
的
に
検
討
す
る
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、

定
期
的
に
資
料
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
、
渋
谷
の
都
市
形
成
に
関
連
す

る
研
究
と
し
て
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
渋
谷

の
「
銭
湯
」
を
焦
点
と
し
て
、
特
に
銭
湯

を
結
節
点
と
す
る
都
市
移
住
者
の
動
向
に

着
目
し
、
渋
谷
の
都
市
形
成
史
を
考
え
る

こ
と
を
目
途
と
す
る
渋
谷
学
研
究
会
を
、

「
銭
湯
と
渋
谷
―
移
住
者
の
都
市
形
成
史

―
（
仮
）」
と
題
し
て
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

ま
た
、
渋
谷
の
再
開
発
に
関
す
る
研
究

の
一
環
と
し
て
、
再
開
発
が
進
行
す
る
渋

谷
駅
、
渋
谷
川
流
域
や
渋
谷
中
央
街
、
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
等
を
定
期
的
に
写
真

撮
影
し
、
刻
々
と
変
化
す
る
渋
谷
駅
前
地

域
を
記
録
す
る
「
渋
谷
定
点
観
測
」
を
実

施
し
、
資
料
と
し
て
収
集
・
整
理
す
る
作

業
を
実
施
し
て
い
く
。

加
え
て
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
学
部
授

業
「
國
學
院
の
学
び
（
渋
谷
学
）」
に
お

い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
、
渋
谷
の
再
開

発
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
内
容
を
講
義

頂
い
た
西
樹
氏
（
シ
ブ
ヤ
経
済
新
聞
編
集

長
）、
山
口
堪
太
郎
氏
（
東
急
電
鉄
株
式

会
社
）
の
音
声
記
録
を
文
字
化
す
る
作
業

を
進
め
る
。

な
お
、
平
成
三
十
年
度
の
本
事
業
に
関

す
る
成
果
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
末
に
刊

行
予
定
の
渋
谷
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
等
に
掲

載
し
、
社
会
還
元
す
る
予
定
で
あ
る
。

�

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
②

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

　

渋
谷
の
都
市
形
成
と
再
開
発
に
関
す
る
研
究

渋谷川（平成30年５月16日撮影）

渋谷駅西口（平成30年５月16日撮影）
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事
業
の
目
的
と
概
要

本
セ
ン
タ
ー
は
、
本
学
が
平
成
二
十
八

度
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
」（
タ
イ
プ
Ｂ
：
世
界
展

開
型
）
に
、「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点

形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古

事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」

と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
設
置
さ

れ
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
事
業
推

進
を
行
っ
て
い
る
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皇
典
講
究
所
の
創

立
以
来
、
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
『
古

事
記
』
研
究
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
日
本
文
化
の
新
た
な

る
創
造
と
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

前
年
度
の
研
究
成
果

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、「『
古
事
記
』
研

究
の
国
際
展
開
」
を
軸
に
、
主
に
以
下
の

事
業
を
行
っ
た
。

①
学
内
定
例
研
究
会
の
実
施 （
全
七
回
）。

②�

共
通
教
育
科
目
「
古
事
記
学
」
の
開
講
。

③�

本
学
関
連
団
体
と
連
携
し
た
講
演
等
の

開
催
。

④�

外
部
機
関
と
連
携
し
た
学
際
的
・
国
際

的
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
（
イ
ギ
リ

ス
・
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究

所
で
の
後
援
、
皇
學
館
大
学
連
携
研
究

会
）

⑤�

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
時
空
を
超
え
る

〈
言
葉
〉
―
神
話
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て

―
」
の
開
催
。

⑥�

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
本
の
宗
教

は
ど
う
教
え
ら
れ
て
い
る
か
」（
本
セ

ン
タ
ー
・
日
本
文
化
研
究
所 

主
催
）
開

催
。

⑦�T
he European A

ssociation for 
Japanese Studies (EA

JS

、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本
学
会
）
へ
の
参
加
。

⑧�

第
一
回
古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
。

⑨
『
古
事
記
』
の
英
訳
作
成
と
公
開
。

⑩�
成
果
報
告
論
集
『
古
事
記
學
』
第
四
号

の
刊
行
。

こ
の
ほ
か
に
も
各
種
事
業
を
展
開
し
て

い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
九

年
度
事
業
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
年
度
の
事
業
計
画

　

平
成
三
十
年
度
は
、
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
と
し
て
の
中
間
総
括
の
年
に
あ

た
る
た
め
、
こ
こ
ま
で
の
積
み
重
ね
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
開
の
方
向

性
を
再
度
確
認
で
き
る
よ
う
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。
具
体
的
な
実
施
計
画
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

①�

中
間
総
括
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
宮
崎

県
）
の
開
催
。

　

�「
古
事
記
と
「
国
家
」
の
形
成
―
古
代

史
と
考
古
学
の
視
点
か
ら
―
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
十
一
月
三
日
に
宮
崎

県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
ホ
ー
ル
に

て
、
宮
崎
県
共
催
、
西
都
市
・
宮
崎
県

神
社
庁
後
援
で
開
催
予
定
（
③
と
も
関

連
）。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
本
事
業
参
画
教

員
の
他
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
か
ら
研
究

者
を
招
待
す
る
。
そ
し
て
、
研
究
を

「
神
話
の
ふ
る
さ
と
」
と
さ
れ
る
宮
崎

県
の
人
た
ち
に
還
元
す
る
。

②�

外
部
機
関
と
連
携
し
た
学
際
的
・
国
際

的
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
。

　

�

中
国
・
南
開
大
学
と
の
学
術
交
流
会
議

お
よ
び
講
義
や
、
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
ま
た
本
学
人
間
開
発

学
部
開
設
十
周
年
記
念
事
業
と
の
連
携

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

③�

外
部
機
関
・
企
業
と
連
携
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
。

　

�

こ
れ
に
つ
い
て
は
①
②
と
連
関
し
て
行

わ
れ
る
。

④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
。

　

�

前
年
度
に
引
き
続
き
、
神
名
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
・
氏
族
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

を
継
続
し
、
完
成
し
た
も
の
か
ら
順
次

古
事
記
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を

進
め
て
い
く
。

⑤
『
古
事
記
』
入
門
書
の
刊
行
。

　

�

谷
口
雅
博
セ
ン
タ
ー
長
の
執
筆
に
よ
り

『
古
事
記
の
謎
を
ひ
も
と
く
』（
弘
文
堂
、

平
成
三
十
年
四
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

⑥�

『
古
事
記
』
関
連
ア
プ
リ
の
公
開
。

　

�

ロ
ケ
ス
マ
（
株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
）
と
の
連
携
の
も
と
『
古

事
記
』
関
連
伝
承
地
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
広
く
一
般
に
公
開

す
る
。

⑦�
『
こ
ど
も
古
事
記
』
試
用
版
のW

eb

公

開
。

⑧�

『
こ
ど
も
古
事
記
』
に
よ
る
模
擬
授
業

の
実
施
。

　

�『
子
ど
も
古
事
記
』
は
、
平
成
二
十
九

年
度
か
ら
作
成
が
開
始
さ
れ
、
本
年
度

は
『
こ
ど
も
古
事
記
』
の
完
成
に
向
け

て
作
業
を
行
い
、
そ
の
成
果
が
⑦
⑧
の

形
で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

⑨
『
古
事
記
』
の
英
訳
作
成
と
公
開
。

　

�

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
継
続
中
の
、
成

果
論
集
『
古
事
記
學
』
に
掲
載
さ
れ
た

『
古
事
記
』
注
釈
の
英
訳
で
あ
り
、
本

年
度
も
継
続
し
て
作
成
を
行
う
。

⑩�

成
果
論
集
『
古
事
記
學
』
第
五
号
の
刊

行
。

⑪
中
間
評
価
の
た
め
の
報
告
書
作
成
。

　

�

本
年
度
は
、
五
カ
年
計
画
の
本
事
業
に

お
い
て
中
間
総
括
の
年
に
あ
た
る
た

め
、
中
間
総
括
報
告
書
を
作
成
す
る

（
三
月
刊
行
予
定
）。

　

�

右
の
ほ
か
に
継
続
事
業
と
し
て
、『
古

事
記
』
注
釈
の
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
他
言
語
化
推
進
、
古
事
記
学

セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Facebook

・

T
w

itter

）
の
運
用
、『
古
事
記
』
関
連

資
料
の
収
集
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
、
古

事
記
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
二
回
古
事

記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）
と
そ
れ
に
伴

う
『
古
事
記
』
関
連
特
集
展
示
（
本
学

博
物
館
で
開
催
予
定
）
等
が
あ
る
。
古

事
記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
第
一
回
で

専
門
学
校
生
・
大
学
生
・
大
学
院
生
を

対
象
に
開
催
さ
れ
た
が
、
本
年
度
は
高

校
生
部
門
を
新
設
し
、
よ
り
広
く
『
古

事
記
』
の
正
し
い
理
解
お
よ
び
日
本
文

化
へ
の
関
心
を
促
し
て
い
く
。

研
究
成
果
の
公
開
に
つ
い
て

本
事
業
の
研
究
成
果
は
、
学
内
定
例
研

究
会
（
全
七
回
）
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る

と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
広
く
一
般
へ
と
還
元
す
る
。
ま
た
年
度

末
刊
行
の
成
果
報
告
論
集
『
古
事
記
學
』

第
五
号
（
⑩
）
に
も
報
告
予
定
で
あ
る
。

�

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

　
「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成

―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
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一
．
事
業
の
目
的

國
學
院
大
學
博
物
館
は
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
き
、
日
本
文
化
に
関
す
る
学
術
資

料
を
広
く
調
査
研
究
、
収
集
、
分
類
、
保

管
、
展
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
学
術

研
究
の
成
果
を
公
開
・
発
信
し
、
研
究
教

育
の
支
援
及
び
社
会
貢
献
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、（
Ⅰ
）展
示
公
開
、（
Ⅱ
）教
育
普
及
、

（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕
、（
Ⅳ
）
運
営
支

援
の
四
つ
を
軸
に
事
業
を
推
進
す
る
。

平
成
三
十
年
度
は
、
平
成
二
十
九
年
度

に
実
施
し
た
博
物
館
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
施
策
（
展
示
の
再
構
成
や
多
言
語
化
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
検
討
、

環
境
整
備
等
）
を
受
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

を
具
体
的
な
運
用
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
て

い
く
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
文

化
庁
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
た
事
業
の

成
果
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
多
様
性
の
あ

る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、
公
開
承

認
施
設
を
目
指
し
た
展
示
や
展
示
環
境
改

善
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

二
．
今
年
度
事
業
の
概
要

　
（
Ⅰ
）
展
示
公
開

（
１
）
常
設
展
示

ａ
．三
つ
の
展
示
室
（
考
古
、
神
道
、
校

史
）
に
お
い
て
、
主
に
研
究
開
発
推
進
機

構
内
の
各
機
関
と
協
働
し
つ
つ
実
施
す

る
。

ｂ
．常
時
、
展
示
替
え
を
行
う
。

ｃ
．構
成
、
解
説
な
ど
に
つ
い
て
、
継
続

的
に
改
善
、
変
更
を
行
う
。

（
２
）
特
別
展
・
企
画
展

本
学
の
学
術
資
料
、
研
究
成
果
及
び
学

術
的
・
組
織
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

た
テ
ー
マ
性
を
有
す
る
特
別
展
・
企
画

展
・
多
分
野
連
携
展
示
等
を
実
施
す
る
。

特
に
、
連
携
事
業
実
行
委
員
会
構
成
団
体

の
み
な
ら
ず
、
有
機
的
な
連
携
事
業
が
可

能
な
外
部
文
化
団
体
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
関
係
性
を
生
か
し
た
日
本
文
化

の
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
当
館
及
び
本
学

の
固
有
の
価
値
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
中

心
的
事
業
と
し
て
進
め
て
い
く
。

（
３
）
特
集
展
示
・
関
連
展
示

そ
の
他
特
集
展
示
や
関
連
展
示
と
い
っ

た
、
テ
ー
マ
性
の
あ
る
小
規
模
展
示
を
、

各
展
示
室
や
博
物
館
ホ
ー
ル
で
実
施
す

る
。

　
（
Ⅱ
）
教
育
普
及

研
究
開
発
推
進
機
構
を
含
め
、
本
学
の

研
究
成
果
を
本
学
学
生
の
み
な
ら
ず
広
く

社
会
に
対
し
て
も
公
開
し
、
社
会
貢
献
・

地
域
連
携
の
強
化
に
資
す
る
た
め
、
各
展

示
に
関
連
し
た
企
画
を
開
催
す
る
。

　
（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕

展
示
公
開
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
こ
れ

ま
で
、
新
演
示
具
の
導
入
、
館
内
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
の
改

修
、
除
湿
機
等
の
導
入
・
更
新
等
を
行
い
、

展
示
環
境
が
段
階
的
に
改
善
さ
れ
て
き

た
。
本
年
度
は
展
示
空
間
の
空
気
質
・
温

湿
度
を
良
好
な
レ
ベ
ル
に
維
持
さ
せ
る
た

め
の
運
用
を
日
常
的
に
行
い
、
よ
り
一
層

の
注
意
を
払
っ
て
資
料
を
保
護
・
管
理
す

る
。

　
（
Ⅳ
）
運
営
支
援

ａ
．ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設

ｂ
．当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
開
設
し
て
い

る
寄
付
募
集
ペ
ー
ジ
よ
り
寄
付
を
募
り
、

館
の
運
営
資
金
と
し
て
役
立
て
る
。

ｃ
．こ
れ
ま
で
注
力
し
て
き
た
英
語
に
よ

る
情
報
発
信
、
館
内
展
示
解
説
の
多
言
語

化
を
引
き
続
き
促
進
し
、
訪
日
・
滞
日
外

国
人
来
館
者
の
さ
ら
な
る
増
加
と
日
本
文

化
へ
の
理
解
の
深
化
を
目
指
す
。

三
．
実
施
計
画

　
（
Ⅰ
）
展
示
公
開

（
１
）
常
設
展

平
成
三
十
年
度
は
、
博
物
館
創
立
九
十

周
年
及
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら

十
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
考
古

展
示
室
を
中
心
に
常
設
展
示
の
再
構
成
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
準
備
を
行
う
。

（
２
）
特
別
展
・
企
画
展

ａ
．企
画
展
「
國
學
院
大
學
図
書
館 

春

の
特
別
列
品
―
久
我
家
の
明
治
維
新
―
」

（
会
期
：
四
月
十
九
日
～
五
月
二
十
日
）

ｂ
．特
別
展
「
狂
言
―
山
本
東
次
郎
家
の

面
―
」（
会
期
：
五
月
二
十
六
日
～
七
月

八
日
）

ｃ
．企
画
展
「
日
本
文
化
の
淵
源
を
求
め

て
―
考
古
学
陳
列
室
か
ら
國
學
院
大
學
博

物
館
ま
で
―
」（
会
期
：
七
月
十
四
日
～

九
月
九
日
） 

ｄ
．特
別
展
「
キ
リ
シ
タ
ン
」（
会
期
：
九

月
十
五
日
～
十
月
二
十
八
日
）

ｅ
．企
画
展
「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
と
新

嘗
・
大
嘗
の
祭
り
―
」（
会
期
：
十
一
月

三
日
～
一
月
十
四
日
）

ｆ
．特
別
展
「
神
に
捧
げ
た
刀
」（
会
期
：

一
月
二
十
二
日
～
三
月
十
六
日
）

（
３
）
特
集
展
示
・
関
連
展
示

外
部
文
化
団
体
と
共
同
し
て
行
う
多
分

野
連
携
展
示
や
特
集
展
示
、
西
南
学
院
大

学
博
物
館
と
の
相
互
貸
借
展
示
等
を
実
施

す
る
。

　
（
Ⅱ
）
教
育
普
及

前
述
の
展
示
及
び
本
事
業
の
目
的
達

成
に
関
連
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー

ク
（
基
本
的
に
特
別
展
・
企
画
展
毎
に
行

う
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
会
等
を

開
催
す
る
。

　
（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕

館
内
の
空
気
質
維
持
の
た
め
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
特
化
し
た
休
館
日
の
導
入
、
ガ

ス
吸
着
シ
ー
ト
の
設
置
・
交
換
、
ケ
ー
ス

内
の
換
気
、
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
に
よ
る
環
境

把
握
等
を
行
う
。
ま
た
、
温
湿
度
維
持
の

た
め
、
温
湿
度
測
定
と
評
価
を
定
期
的
に

行
う
。

　
（
Ⅳ
）
運
営
支
援

前
述
の
実
施
計
画
を
行
う
上
で
、
必
要

と
な
る
業
務
を
実
施
す
る
。
具
体
的
に

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
を
推
進
し
、
そ
の
他
、
各
方
面
へ

の
広
報
活
動
を
行
い
、
当
館
の
更
な
る
認

知
向
上
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
来
館
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
分
析
を
行
い
、
館
運
営
の
改

善
と
質
的
向
上
を
目
指
す
。

ま
た
、
専
門
性
の
高
い
業
者
に
翻
訳
を

委
託
し
、
多
言
語
に
よ
る
案
内
や
展
示
解

説
等
の
充
実
化
を
図
る
。
さ
ら
に
本
年
度

か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を

開
始
し
、
図
録
や
関
連
書
籍
、
グ
ッ
ズ
の

販
売
を
行
う
。

�

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
）

國
學
院
大
學
博
物
館

　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
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平成30年度　　研究開発推進機構　事業計画及び人事一覧
◇新規研究事業　　　＊研究事業代表者� 平成30年６月１日現在

機関 研究事業名 専任教員 兼担教員 客員研究員 ポスドク研究員 研究補助員 客員教授 共同研究員

日
本
文
化
研
究
所

デジタル・ミュージアムの運
営および日本の宗教文化の国
際的研究と発信

（H28～30年度）

＊　平藤喜久子
　　星野靖二
　　齋藤公太
　　吉永博彰

黒﨑浩行
藤澤　紫
ヘイヴンズ，ノルマン

加藤久子
フレーレ,チャールズ

今井信治
村上　晶

小高絢子
髙田　彩

井上順孝
櫻井義秀
土屋　博
ナカイ，ケイト
山中　弘

天田顕徳　　李　 和珍
カドー，イヴ　ガイタニディス，ヤニス
鈴木聡子　　塚田穂高
野口生也　　ビュテル，ジャン＝ミシェル
牧野元紀　　矢崎早枝子

◇「國學院大學　国学研究プ
ラットフォーム」の展開と国
学史像の再構築

（H30～32年度）

　　齋藤公太 ＊ 松本久史
遠藤　潤

丹羽宣子 原田雄斗
問芝志保

林　淳 一戸　渉　　小田真裕
小平美香　　芹口真結子
古畑侑亮　　三ツ松誠

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

館蔵文化財の資料化と研究公
開

（H29～31年度）

　　内川隆志
　　深澤太郎

＊ 笹生　衛
小川直之
谷口康浩
青木　敬
朝倉一貴

阿部常樹
鳥越多工摩

大日方一郎
尾上周平

　 荒井祐介　　石井　匠
伊藤大祐　　植田　真
奥山　香　　加藤元康
粕谷　崇　　北澤宏明
栗木　崇　　惟村忠志
大工原豊　　田口哲也
中村　大　　中村耕作
山口　晃

館蔵史資料のデジタル化と研
究公開

（H29～31年度）

　　内川隆志
　　深澤太郎

＊ 小川直之
吉田敏弘
黒﨑浩行
朝倉一貴

黒田迪子
　

石川岳彦　齋藤しおり
平本謙一郎

神道祭祀・儀礼の研究と展示
公開

（H29～31年度）

　　大東敬明
　　吉永博彰

＊ 笹生　衛
岡田莊司
加瀬直弥

木村大樹
塩川哲朗

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

國學院大學における大学アー
カ イ ヴ ズ 体 制 の 基 盤 整 備

（H29～31年度）

　　大東敬明
　　渡邉　卓
　　髙野裕基

＊ 阪本是丸
齊藤智朗
戸村　理

荒木優也 塩川哲朗 齊藤みのり 　

◇國學院大學における学術資
産研究の可視化

（H30～32年度）

　　大東敬明
　　渡邉　卓
　　髙野裕基

＊ 根岸茂夫
岡田莊司
阪本是丸
笹生　衛
針本正行
矢部健太郎

荒木優也
髙見澤美紀 
堀越祐一

遠藤珠紀　金子　拓

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研究開発推進センター研究事
業

　　宮本誉士
　　大東敬明
　　渡邉　卓
　　上西　亘
　　髙野裕基
　　武田幸也

＊ 阪本是丸
針本正行
岩瀬由佳
遠藤　潤
太田直之
黒澤直道
佐藤長門
菅　浩二
武田秀章
谷口雅博
藤田大誠
藤本頼生
古沢広祐
松本久史
加瀬直弥

神杉靖嗣 半田竜介 高橋雄一 赤澤史朗 網谷哲成　　今泉宜子
河村忠伸　　木村秀史
黒岩昭彦　　康　成文
小林威朗　　坂井久能
佐々木聖使　佐藤一伯
重村光輝　　大丸真美
津田　勉　　筒井　裕
東郷茂彦　　戸浪裕之
中野裕三　　西俣先子
野中規正　　冬月　律
森　悟朗

◇國學院大學21世紀研究教育
計画委員会研究事業
｢渋谷の都市形成と再開発に
関する研究｣

（H30～32年度）

　　宮本誉士
　　上西　亘

＊ 阪本是丸 秋野淳一 伊藤新之輔 吉田律人

國學院大學博物館

　　内川隆志
　　大東敬明
　　深澤太郎
　　渡邉　卓
　　髙野裕基
　　吉永博彰

＊ 笹生　衛 木村大樹 尾上周平 イローナ，バウシュ
朱　岩石
古谷　毅
栁田康雄

安高啓明　　山本哲也

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

私立大学
研究ブランディング事業

（H28～32年度）

　　平藤喜久子
　　渡邉　卓
　　上西　亘

＊ 谷口雅博
岩瀬由佳
遠藤　潤
太田直之
黒澤直道
阪本是丸
笹生　衛
佐藤長門
武田秀章
藤澤　紫
藤田大誠
ヘイヴンズ，ノルマン
松本久史
青木　敬
藤本頼生

曹　咏梅
キロス，イグナシオ

髙橋俊之
井上隼人
小野諒巳

鶉橋辰成

「古事記学」の推進拠点形成
－世界と次世代に語り継ぐ

『古事記』の先端的研究・教
育・発信－
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平成30年度　研究開発推進機構 人事一覧
機構長 根岸茂夫

日本文化研究所長 平藤喜久子

学術資料センター長 笹生　衛

校史・学術資産研究センター長 根岸茂夫

研究開発推進センター長 阪本是丸

國學院大學博物館長 笹生　衛

國學院大學博物館副館長
内川隆志
及川　聡

専任教員

教授 内川隆志　　平藤喜久子

准教授 星野靖二　　宮本誉士　　大東敬明　　深澤太郎

助教 渡邉　卓　　上西　亘　　齋藤公太　

助教（特別専任） 髙野裕基　　武田幸也　　吉永博彰

兼担教員

教授
岩瀬由佳　　遠藤　潤　　太田直之　　岡田莊司　　小川直之　　黒﨑浩行　　黒澤直道　　齊藤智朗　　阪本是丸
笹生　衛　　佐藤長門　　菅　浩二　　武田秀章　　谷口雅博　　谷口康浩　　根岸茂夫　　針本正行　　藤澤　紫
藤田大誠　　松本久史　　古沢広祐　　ヘイヴンズ，ノルマン　　矢部健太郎　吉田敏弘

准教授 青木　敬　　加瀬直弥　　戸村 理　　藤本頼生

助手 朝倉一貴

研究員

客員研究員
秋野淳一　　阿部常樹　　荒木優也　　加藤久子　　神杉靖嗣　　キロス，イグナシオ　　曹　咏梅　　髙見澤美紀
鳥越多工摩　フレーレ，チャールズ　　堀越祐一

ポスドク研究員
今井信治　　井上隼人　　小野諒巳　　木村大樹　　黒田迪子　　塩川哲朗　　高橋俊之　　丹羽宣子　　半田竜介
村上　晶

研究補助員
伊藤新之輔　鶉橋辰成　　尾上周平　　小高絢子　　大日方一郎　　齊藤みのり　　高田　彩　　高橋雄一
問芝志保　　原田雄斗

客員教授
　

赤澤史朗　　井上順孝　　イローナ，バウシュ　　櫻井義秀　　朱　岩石　　土屋　博　　ナカイ，ケイト
林　　淳　　古谷　毅　　山中　弘　　栁田康雄

共同研究員

天田顕徳　　網谷哲成　　荒井祐介　　李　和珍　　石井　匠　　石川岳彦　　一戸　渉　　伊藤大祐　　今泉宜子
植田　真　　遠藤珠紀　　奥山　香　　小田真裕　　小平美香　　ガイタニディス，ヤニス　粕谷　崇　　加藤元康
カドー，イヴ　　金子　拓　　河村忠伸　　北澤宏明　　木村秀史　　栗木　崇　　黒岩昭彦　　康　成文　　小林威朗
惟村忠志　　齋藤しおり　坂井久能　　佐々木聖使　佐藤一伯　　重村光輝　　鈴木聡子　　芹口真結子　田口哲也
大工原豊　　大丸真美　　塚田穂高　　津田　勉　　筒井　裕　　東郷茂彦　　戸浪裕之　　中野裕三　　中村　大
中村耕作　　西俣先子　　野口生也　　野中規正　　平本謙一郎　ビュテル，ジャン＝ミシェル　　古畑侑亮　　冬月　律
牧野元紀　　三ツ松誠　　森　悟朗　　矢崎早枝子　安高啓明　　山口　晃　　山本哲也　　吉田律人

平成30年度　事務局人事
学術メディアセンター事務部長 及川　聡

学術メディアセンター事務部図書館担当部長 柴田克之

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構担当次長 山口輝幸

学術メディアセンター事務部情報システム担当次長 堀内弘行

学術メディアセンター事務部図書館事務課長 安達　匠

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構事務課長 飯塚陽子

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構事務課
                                         (國學院大學博物館担当)

小平浩衣　　織田泰輔　　相川由起　　平川　大　　淡路治子
志水志保　　網谷哲成　　佐々木理良
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彙
　
報

会　
議

○
全
体

・�

平
成
二
十
九
年
度
第
四
回
人
事
委
員

会
、
平
成
三
十
年
二
月
二
十
二
日
（
木
）

（
持
ち
回
り
稟
議
）

・�

平
成
二
十
九
年
度
第
四
回
運
営
委
員

会
、
平
成
三
十
年
二
月
二
十
二
日
（
木
）

十
五
時
四
十
五
分
～
十
六
時
二
十
分
、

若
木
タ
ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

・�

平
成
二
十
九
年
度
第
五
回
運
営
委
員

会
、
平
成
三
十
年
三
月
七
日
（
水
）（
持

ち
回
り
稟
議
）

・�

平
成
二
十
九
年
度
第
六
回
企
画
委
員

会
、
平
成
三
十
年
三
月
十
三
日
（
火
）

十
一
時
～
十
一
時
四
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
企
画
委
員
会
、

平
成
三
十
年
四
月
十
八
日
（
水
）
十
一

時
～
十
二
時
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会

議
室
〇
六

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
人
事
委
員
会
、

平
成
三
十
年
五
月
九
日
（
水
）
十
時

三
十
分
～
十
一
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会

議
室
〇
六

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
教
員
等
資
格
審

査
委
員
会
、
平
成
三
十
年
五
月
九
日

（
水
）
十
一
時
～
十
一
時
二
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
運
営
委
員
会
、

平
成
三
十
年
五
月
十
日
（
木
）
十
五
時

三
十
分
～
十
六
時
十
分
、
若
木
タ
ワ
ー

四
階
会
議
室
〇
五

○
日
本
文
化
研
究
所

・�

平
成
二
十
九
年
度
第
六
回
所
員
会
議
、

平
成
三
十
年
三
月
六
日
（
火
）
十
一
時

五
分
～
十
二
時
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
所
員
会
議
、
平

成
三
十
年
四
月
十
一
日
（
水
）
十
一
時

～
十
二
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
平
成
三
十
年
四
月
二
十
五

日
（
水
）
十
時
十
五
分
～
十
時
三
十
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム

二
○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・�
平
成
三
十
年
度
第
一
回
校
史
・
学
術
資

産
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
三
十
年

四
月
二
十
日
（
金
）
十
二
時
二
十
分
～

十
三
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ル
ー
ム
二

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
三
十
年
四
月
六

日
（
金
）
十
五
時
～
十
六
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
國
學
院
大
學
博

物
館
会
議
、
平
成
三
十
年
四
月
二
十
五

日
（
水
）
十
時
四
十
五
分
～
十
一
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム

二
○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・�

平
成
二
十
九
年
度
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

会
議
、
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日

（
木
）、
会
議
室
〇
二

公
開
講
座
・
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

関
連
学
会

○
全
体

・�

第
四
十
四
回
日
本
文
化
を
知
る
講
座

「
倭
・
日
本
に
お
け
る
漢
字
文
化
の
受

容
と
国
家
形
成
―
古
代
文
房
具
の
考

古
学
的
研
究
か
ら
―
」、
平
成
三
十
年

六
月
二
日
（
土
）
十
三
時
～
十
六
時

四
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松

ホ
ー
ル
、
深
澤
太
郎
（
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）「
趣
旨
説

明
＋
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
字
文
化
―

倭
人
と
漢
字
の
二
〇
〇
〇
年
―
」、
栁

田
康
雄
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進

機
構
客
員
教
授
）「
弥
生
時
代
の
長
方

形
板
石
硯
―
漢
帝
国
と
北
部
九
州
の
ク

ニ
グ
ニ
―
」、
古
谷
毅
（
京
都
国
立
博

物
館
主
任
研
究
員
）「
古
墳
時
代
の
漢

字
文
化
―
国
家
形
成
期
に
お
け
る
文
字

と
金
石
文
―
」、
山
本
孝
文
（
日
本
大

学
教
授
）「
朝
鮮
半
島
の
国
家
形
成
と

文
房
具
―
日
本
・
中
国
と
の
関
係
か
ら

―
」、
青
木
敬
（
國
學
院
大
學
准
教
授
）

「
日
本
古
代
の
陶
硯
と
文
書
行
政
―
国

家
の
完
成
と
文
房
具
―
」

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・�

共
存
学
公
開
研
究
会
「
復
興
・
伝
統
文

化
と
地
域
の
自
立
性
」、
平
成
三
十
年

二
月
二
十
三
日
（
金
）
十
四
時
～
十
七

時
三
十
分
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号

館
一
一
〇
一
教
室
、
報
告
１
＝
齋
藤
平

（
皇
學
館
大
学
教
授
）、
報
告
２
＝
藤
田

直
子
（
九
州
大
学
准
教
授
）、
報
告
３

＝
筒
井
裕
（
帝
京
大
学
准
教
授
）、
コ

メ
ン
ト
１
＝
滝
澤
克
彦
（
長
崎
大
学
准

教
授
）、
コ
メ
ン
ト
２
＝
阿
部
晃
成
（
雄

勝
町
の
雄
勝
地
区
を
考
え
る
会
事
務

局
）
司
会
・
進
行
＝
古
沢
広
祐
（
國
學

院
大
學
教
授
）

・�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
渋
谷
と
東
北
か
ら
世

界
を
視
る
―
多
様
な
繋
が
り
と
共
存
す

る
世
界
―
」、
平
成
三
十
年
三
月
九
日

（
金
）
十
七
時
～
二
十
時
三
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、
報
告
１

＝
茢
田
真
司
（
國
學
院
大
學
教
授
）、

報
告
２
＝
黒
﨑
浩
行
（
國
學
院
大
學
教

授
）、
報
告
３
＝
手
塚
雄
太
（
國
學
院

大
學
助
教
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
板

井
正
斉
（
皇
學
館
大
学
准
教
授
）、
高

嶋
修
一
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
＝
上
山
和
彦
（
國

學
院
大
學
名
誉
教
授
）、
古
沢
広
祐
（
國

學
院
大
學
教
授
）、
司
会
進
行
＝
宮
本

誉
士
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機

構
准
教
授
）

・�

平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
渋
谷
学
研
究

会
「
民
俗
芸
能
の
舞
台
公
演
―
そ
の

歴
史
・
意
義
―
」、
平
成
三
十
年
三
月

十
五
日
（
木
）
十
三
時
三
十
分
～
十
七

時
三
十
分
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
五
号
館

五
三
〇
一
教
室
、
報
告
１
＝
小
川
直
之

（
國
學
院
大
學
教
授
）、
報
告
２
＝
舘
野

太
朗
（
大
阪
市
立
大
学
都
市
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
）、
報
告
３
＝
小
岩

秀
太
郎
（
公
益
社
団
法
人
全
日
本
郷

土
芸
能
協
会
事
務
局
次
長
）、
コ
メ
ン

ト
１
＝
茂
木
栄
（
國
學
院
大
學
教
授
）、

コ
メ
ン
ト
２
＝
大
石
泰
夫
（
盛
岡
大
学

教
授
）

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・�「
古
事
記
学
研
究
会
」
平
成
三
十
年
三
月

五
日
（
月
）
十
五
時
～
十
七
時
、
國
學

院
大
學
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
三

号
館
三
三
一
二
会
議
室
、
基
調
発
表
＝

原
田
留
美
（
新
潟
青
陵
大
学
福
祉
心
理

学
部
教
授
）「
古
事
記
神
話
の
幼
年
向
け

再
話
作
品
に
つ
い
て
―
イ
ナ
バ
ノ
シ
ロ

ウ
サ
ギ
神
話
・
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治

神
話
の
場
合
―
」、
司
会
＝
渡
邉
卓
（
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）
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出　
張

○
日
本
文
化
研
究
所

・�
齋
藤
公
太
・
鈴
木
聡
子
・
問
芝
志
保
、

「
明
治
期
国
学
・
神
道
関
係
人
物
に

関
す
る
資
料
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
二
月
二
十
二
日
（
木
）
～
二
月

二
十
三
日
（
金
）、
愛
媛
県
名
古
屋
市

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・�

深
澤
太
郎
、「
樋
口
清
之
氏
寄
贈
資
料

に
関
す
る
遺
跡
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
三
月
二
十
一
日
（
水
）
～
三
月

二
十
三
日
（
金
）、
奈
良
県
桜
井
市

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・�

渡
邉
卓
、「
浜
松
市
博
物
館
特
別
展
「
遠

州
報
国
隊
―
知
ら
れ
ざ
る
幕
末
尊
王
志

士
た
ち
―
」
開
会
式
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
二
月
二
日
（
金
）、
静
岡
県
浜

松
市

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・�

宮
本
誉
士
・
大
東
敬
明
、「
北
海
道
神

宮
資
料
調
査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
年

二
月
六
日
（
火
）
～
二
月
八
日
（
木
）、

北
海
道
札
幌
市

・�

宮
本
誉
士
・
髙
野
裕
基
、「
霧
島
神
宮

関
連
資
料
の
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
二
月
二
十
六
日
（
月
）
～
二
月

二
十
八
日
（
水
）、
鹿
児
島
県
鹿
児
島

市
・
霧
島
市

・�

宮
本
誉
士
・
大
東
敬
明
、「
北
海
道
神

宮
所
蔵
資
料
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
三
月
五
日
（
月
）
～
三
月
六
日

（
火
）、
北
海
道
札
幌
市

・�

古
沢
広
祐
・
黒
﨑
浩
行
・
茂
木
栄
・
ヘ

イ
ヴ
ン
ズ
・
ノ
ル
マ
ン
・
高
橋
雄
一
、

「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
関
す
る
調

査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
年
三
月
十
九

日
（
月
）
～
三
月
二
十
一
日
（
水
）、

岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
・
釜
石
市
・

大
船
渡
市
・
陸
前
高
田
市
・
宮
城
県
気

仙
沼
市

・�

宮
本
誉
士
・
髙
野
裕
基
、「
霧
島
神
宮

関
連
資
料
の
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
三
月
二
十
二
日
（
木
）
～
三
月

二
十
四
日
（
土
）、
鹿
児
島
県
鹿
児
島

市
・�

宮
本
誉
士
・
上
西
亘
、「
近
代
の
神
道

及
び
神
職
・
国
学
者
に
関
す
る
資
料
調

査
」
の
た
め
、
平
成
三
月
二
十
七
日

（
火
）
～
三
月
二
十
九
日
（
木
）、
島
根

県
松
江
市

・�

古
沢
広
祐
・
高
橋
雄
一
、「
東
日
本
大

震
災
被
災
地
に
関
す
る
調
査
」
の
た

め
、
平
成
三
十
年
四
月
三
十
日
（
月
）

～
五
月
三
日
（
木
）、
宮
城
県
石
巻
市
・

牡
鹿
郡
女
川
町

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・�
深
澤
太
郎
・
藤
原
正
大
、「
國
學
院
大

學
博
物
館
と
西
南
学
院
大
学
博
物
館
に

よ
る
研
究
協
力
協
定
に
と
も
な
う
展

示
お
よ
び
打
合
せ
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
二
月
二
十
一
日
（
水
）
～
二
月

二
十
三
日
（
金
）、
福
岡
県
福
岡
市

・�

笹
生
衛
・
及
川
聡
、「
企
画
展
『
神
に

捧
げ
た
刀
』
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
」

の
た
め
、
平
成
三
十
年
二
月
二
十
七
日

（
火
）、
茨
城
県
鹿
嶋
市

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・�

渡
邉
卓
・
小
平
浩
衣
、「
中
間
総
括
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
と
も
な
う
宮
崎
県

と
の
打
合
せ
及
び
宮
崎
県
の
神
社
関
係

者
へ
の
協
力
依
頼
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
二
月
二
十
六
日
（
月
）
～
三
月

一
日
（
木
）、
宮
崎
県
宮
崎
市
・
西
都

市
・�

渡
邉
卓
・
髙
橋
俊
之
・
山
口
輝
幸
・
小

平
浩
衣
、「
中
間
総
括
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
宮
崎
県
開
催
に
と
も
な
う
会
場
下

見
と
宮
崎
県
記
紀
編
さ
ん
記
念
事
業
推

進
室
担
当
者
と
の
協
議
お
よ
び
宮
崎
県

神
社
庁
・
西
都
市
役
所
へ
の
講
演
依
頼

等
」
の
た
め
、
平
成
三
十
年
五
月
十
九

日
（
土
）
～
五
月
二
十
一
日
（
月
）、

宮
崎
県
宮
崎
市
・
西
都
市

・�

渡
邉
卓
、「
南
開
大
学
外
国
語
学
院
と

の
学
術
交
流
お
よ
び
講
義
」
の
た
め
、

平
成
三
十
年
五
月
十
二
日
（
土
）
～
五

月
十
七
日
（
木
）、
中
国
・
南
開
大
学

刊
行
物

○
全
体

・�

研
究
開
発
推
進
機
構
『
機
構
ニ
ュ
ー

ス
』
通
号
二
十
二
（
平
成
三
十
年
二
月

二
十
五
日
発
行
）

・�

研
究
開
発
推
進
機
構
『
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
十
号
（
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・�

日
本
文
化
研
究
所
『
二
〇
一
六
年
度
国

際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」
報
告
書
』

（
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
発
行
）

・�

日
本
文
化
研
究
所
『
学
生
宗
教
意
識

調
査
総
合
分
析
（
一
九
九
五
年
度
～

二
〇
一
五
年
度
）』（
平
成
三
十
年
二

月
二
十
一
日
発
行
）

・�

日
本
文
化
研
究
所
『East A

sian 
Regional Prelim

inary W
orkshop 

for SISR 2017 Globalizations and 
Religious Cultures in East A

sia

』

（
平
成
三
十
年
二
月
発
行
）

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・�
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部

門
）『
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
館
報
』

第
十
七
号
（
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八

日
発
行
）

・�

学
術
資
料
館
（
考
古
学
資
料
館
部
門
）

『
中
世
和
鏡
の
基
礎
的
研
究　

出
土
鏡

編
』（
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
発

行
）

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・�

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
國

學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
第

十
号
（
平
成
三
十
年
三
月
七
日
発
行
）

・�

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
校

史
』
第
二
十
八
号
（
平
成
三
十
年
三
月

六
日
発
行
）

○
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー

・�

都
市
民
俗
学
研
究
会
（
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
内
）『
都
市
民
俗
研
究
』
第

二
十
三
号
（
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八

日
発
行
）

・�

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

共
存
学
グ
ル
ー
プ
編
『
共
存
学
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
２　

復
興
・
伝
統
文
化
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
東
日
本
大
震
災
か
ら

七
年
目
の
今
―
』（
平
成
三
十
年
二
月

二
十
八
日
発
行
）

・�

研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー
『
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

十
二
号
（
平
成
三
十
年
三
月
十
日
発
行
）

・�

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

渋
谷
学
研
究
会　

田
原
裕
子
編
『
渋
谷

学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
５　

再
開
発
と
渋
谷

川　

ま
ち
づ
く
り
と
都
市
河
川
再
生
の

軌
跡
』（
平
成
三
十
年
三
月
十
日
発
行
）

〇
國
學
院
大
學
博
物
館

・�

國
學
院
大
學
博
物
館
『
國
學
院
大
學
博

物
館
研
究
報
告
』
第
三
十
四
輯
（
平
成

三
十
年
二
月
二
十
八
日
発
行
）

・�

國
學
院
大
學
博
物
館
『
國
學
院
大
學
博

物
館
事
業
報
告
書
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

事
業
含
む
）』（
平
成
三
十
年
二
月
発
行
）

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・�

國
學
院
大
學
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計

画
委
員
会
研
究
事
業
・
文
部
科
学
省
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
成

果
報
告
論
集『
古
事
記
學
』第
四
号（
平

成
三
十
年
三
月
発
行
）
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『
皇
典
講
究
所
講
演
』
は
、
昭
和
二
十
一

（
一
九
四
六
）
年
ま
で
國
學
院
大
學
の
経
営

母
体
で
あ
っ
た
皇
典
講
究
所
に
お
け
る
講

演
を
印
行
し
た
講
演
録
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
二
月
か

ら
同
二
十
九
年
八
月
ま
で
、
全
百
八
十
号

が
刊
行
さ
れ
た
。
栗
田
寛
、
飯
田
武
郷
、

萩
野
由
之
、
小
杉
榲
邨
、
黒
川
真
頼
、
故

中
村
清
矩
、
本
居
豊
頴
、
丸
山
正
彦
、
小

中
村
義
象
、
井
上
頼
囶
、
松
本
愛
重
、
物

集
高
見
、
久
保
季
茲
、
佐
藤
誠
実
な
ど
、

皇
典
講
究
所
・
國
學
院
に
所
縁
の
深
い
国

学
者
に
よ
る
講
演
録
を
中
心
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

皇
典
講
究
所
は
、明
治
十
五
（
一
八
八
二
）

年
に
、「
古
典
研
究
」
と
「
神
職
養
成
」
を

主
た
る
目
的
と
し
て
創
立
し
た
。
同
所
は
、

同
年
十
一
月
四
日
の
開
黌
式
に
お
い
て
、
初

代
総
裁
・
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
よ
り
賜
っ
た

「
告
諭
」
に
示
さ
れ
る
「
国
体
ノ
講
明
」
と

「
徳
性
ノ
涵
養
」
を
基
軸

と
し
て
研
究
教
育
活
動

を
推
進
し
た
。

　

皇
典
講
究
所
規
則
第

五
条
に
は
、「
講
演
及

取
調
書
等
ハ
各
講
師
ノ

通
観
ヲ
経
テ
過
半
数
異

議
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
本
所
ノ

定
説
ト
シ
之
ヲ
印
行
シ

テ
世
間
ニ
頒
ツ
ベ
シ
」

（
松
野
勇
雄
編
『
皇
典

講
究
所
改
正
要
領
』
明

治
二
十
二
年
）と
あ
る
。

皇
典
講
究
所
で
は
、
社

会
一
般
へ
向
け
た
講

演
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
各
講
師
の
過
半
数

が
認
め
た
講
演
内
容
に

つ
い
て
は
、「
本
所
ノ

定
説
」
と
し
て
『
皇

典
講
究
所
講
演
』
に
収

録
・
刊
行
す
る
こ
と

で
、
広
汎
な
社
会
へ
向
け
た
研
究
成
果
発

信
を
展
開
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、『
皇
典
講
究
所
講
演
』
に
掲

載
さ
れ
た
講
演
録
は
分
野
別
に
分
類
し
、

『
法
制
論
纂
』、『
国
史
論
纂
』、『
国
文
論

纂
』、『
法
制
論
纂
続
編
』
と
し
て
明
治

三
十
六
年
か
ら
三
十
七
年
に
か
け
て
刊
行

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
皇
典
講
究
所
や
國

學
院
大
學
に
お
け
る
講
演
・
出
版
活
動
に

つ
い
て
は
、
既
に
阪
本
是
丸
や
藤
田
大
誠

に
よ
る
体
系
的
な
研
究
が
な
さ
れ
、
藤
田

は
「
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
皇
典
講
究

所
・
國
學
院
の
出
版
活
動
―
『
日
本
文

学
』『
國
文
學
』『
皇
典
講
究
所
講
演
』
総

目
録
解
題
―
」（『
國
學
院
大
學
伝
統
文

化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一

号
、
平
成
二
十
一
年
）
に
お
い
て
、「
講

演
→
講
演
録
と
し
て
雑
誌
掲
載
→
分
野
別

論
集
刊
行
、
と
い
ふ
皇
典
講
究
所
・
國
學

院
に
お
け
る
三
段
階
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究

発
信
」
と
評
価
し
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
十
七
年
時
点
の
「
皇
典
講

究
所
規
則
」
に
掲
げ
ら
れ
る
事
業
に
も

「
一　

国
体
ノ
講
明
及

道
義
ノ
発
揚
ニ
関
ス

ル
事
項
」、「
二　

典

故
文
献
ノ
研
究　

調

査
」、「
三　

國
學
院
大

學
ノ
経
営
及
其
他
ノ

教
育
事
業
」、「
四　

図

書
雑
誌
ノ
発
行
及
講

習　

講
演
」
と
あ
り
、

「
国
体
ノ
講
明
及
道
義

ノ
発
揚
」
の
精
神
を

基
盤
と
し
た
研
究
教

育
及
び
社
会
発
信
と

し
て
の
「
図
書
雑
誌

ノ
発
行
及
講
習　

講

演
」
が
草
創
期
か
ら
一
貫
し
て
行
わ
れ
て

い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
皇
典
講
究
所
に
お
け
る

講
演
・
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
学
に

お
け
る
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵

と
実
践
」（
平
成
十
九
年
度
文
部
科
学
省

オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
）
や
本
機
構
校
史
・
学
術
資
産
研
究

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究
事
業
に
よ
っ

て
、
草
創
期
を
起
点
と
し
た
明
治
期
の
活

動
は
概
ね
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

一
方
で
続
く
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
活

動
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
研
究
の
余
地
が

残
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
事
業
の
成

果
を
継
承
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
大
正
・
昭

和
期
に
お
け
る
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大

學
の
研
究
成
果
発
信
事
業
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
企
図
し
て
い
る
。

�

（
文
責
・
髙
野
裕
基
）

『皇典講究所講演』第22号

『皇典講究所講演』第180号

資
料
紹
介
　

　
　『
皇
典
講
究
所
講
演
』


